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平成25年産に向けた民間流通麦の課題について

平成24年産国内産小麦については、本年9月に2回の入札が終了し現在相対契約
の締結に向けて準備が進められている。24年産入札の基準価格は23年産入札価格
に第1回入札時点での輸入小麦の事後調整による変動率を乗じた価格とされたが、
2回の入札の平均落札価格は、基準価格の100.6％消費税込みで58,340円／トンと
なり、23年4月からの輸入小麦の政府売渡価格の5銘柄平均の消費税込み56,710円
／トンと比べると約3％高い水準となった。即時販売方式導入以降、輸入小麦の銘
柄別の売渡価格が公表されなくなったため、国内産小麦の主要な用途である日本
めん用の小麦として品質比較されるASWの価格との対比は行えないものの、21年
10月の輸入小麦の政府売渡価格改定以降続いている輸入小麦と国内産小麦の価格
逆転現象は当面継続されることとなった。また、全26銘柄中、値幅制限の上限で
ある＋10％になった銘柄が第1回入札で8銘柄、第2回入札で13銘柄となるなど、事
後調整の仕組みを導入してからも国内産小麦の価格変動の動きは激しいものとな
っている。24年産民間流通麦の仕組みの決定に際しては、東日本大震災による影
響等を踏まえて、概ね23年産と同様とされたが、今後25年産民間流通麦の仕組み
検討が開始されるにあたって、考慮しておくことを3点整理したい。
1つ目は、23年産国内産小麦の仕組みにおいて導入された価格の事後調整の仕
組みについて所期の目的がきちんと果たされているのか検証することである。事
後調整の仕組みの適用について、23年産については、23年4月に加えて23年10月及
び24年4月の輸入小麦の価格改定を反映させることとなっており、まだ対応は道
半ばであることを改めて認識した上で、生産者と実需者の仕組みに対する評価が
行われる必要がある。事後調整の仕組みは民間流通小麦の価格決定時期と輸入小
麦の政府売渡価格決定時期の違いから生じる価格のアンバランスを解消すること
を目的として導入されたものであったが、一度価格が形成されると輸入小麦との
価格比が固定されてしまうことを意味している。24年産の入札価格が輸入小麦価
格を上回った事由として21年産、22年産の不作に続き、23年産においても供給量
が減少するのではないかとの見通しから、実需者の国内産小麦に対する需給が逼
迫していたことが挙げられる。しかし、仮りに24年産が著しい不作あるいは豊作
となった場合には23年10月、24年4月、10月、25年4月と4回の事後調整を行ってい
く上で、価格、数量の両面での影響が生じることも懸念される。生産者と実需者
はこうした現実を認識した上で、事後調整の仕組みについての定着に向けて努力
をしていくことが重要である。また生産者は民間流通連絡協議会の場で確認した
販売予定数量について改めて認識し努力することが大切である。
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2つ目として、前述の論点も関連するが播種前契約における一定の幅（アローワ
ンス）に対する考え方をもう一度整理することである。現在アローワンスは作柄変
動が大きい麦の特性を踏まえて、天候要因に対する許容幅として現行±15％を基
本に各地方連絡協議会において協議・決定するものとされている。24年産国内産
小麦の販売予定数量は95万トンとなっている。前述のとおりにここ数年間は不作
となっているためこの問題に焦点があたっていないが、仮にこれがもしアローワ
ンス上限の＋15％で販売された場合の数量は約109万トンになる。この数字は23
年3月に政府が決定した「麦の需給に関する見通し」に示された22年産国内産小麦
の供給量53万トンと比べると倍以上の数量となる。製粉企業等の実需者にとって
は短期間にこれほどの生産変動があった場合、とても当初の予定を超えて国内産
小麦を単年度で使用していくことはできない。そのため作柄変動の観点からアロ
ーワンスを決めるのではなく、実需者が引き取りが可能な範囲という視点を加味
してアローワンスの見直しが必要である。また、アローワンスの下限についても
天候要因は生産者の責任に帰すことが適当でないとされているが、この数年間連
続した供給量減少の影響は大きく、この点も生産者と実需者が協議していく課題
であると考える。
3つ目として、事後調整、アローワンス以外にも入札比率、申込み限度数量、入
札回数、義務上場のルール、そして値幅制限など、必ずしも現行の仕組みが取引
参加者が満足のいくような形とはなっておらず、生産者、実需者から様々な意見
が出ている。こうした課題についてはもちろんよく協議をして、課題解決に向け
て知恵を出し合っていくことが必要である。一方で民間流通の仕組みは既に10年
以上が経過しており、関係者がその都度納得して現在に至っている。今後もその
経緯をよく踏まえて、仕組みの変更を協議し、結果として国内産小麦の需要減退
につながっていくことがないように、対処していくことも重要であると考える。
製粉産業は国内産小麦の最大の需要者であり、国内自給率向上に大きな貢献を
果たしてきている。一方で、昨今の世界各地での異常気象による小麦生産の不作、
新興国の需要増加によって小麦調達が困難となる事態や価格が乱高下する事態も
起きており、国内産小麦についても生産の安定性が求められている。また、国内
産小麦は輸入小麦より一般的にばらつきが大きいなど品質面での評価が低いた
め、品質の向上が求められている。生産者、実需者はこうした現状を改めて確認
した上で、民間流通の仕組みの発展に向けて、双方が努力していくことが望まれ
る。
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はじめに

小麦はわが国における自給率向上の重要な土

地利用型作物として位置づけられて生産振興が

行われており、食料・農業・農村基本計画（平成

22年3月30日閣議決定）では、暖地等の二毛作の

増加によって、小麦の作付けを飛躍的に拡大す

ることが掲げられている。

その一方で、国産小麦の品質は輸入銘柄に比

べて劣るとされ、製粉性（特に篩抜け）ではアメ

リカ産の軟質小麦の輸入銘柄ウェスタン・ホワ

イト（WW）や、オーストラリア産のめん用輸入

銘柄オーストラリア・スタンダード・ホワイト

（ASW）に比べて低く、民間流通が前提となる

小麦では、生産拡大にあたって実需者から品質

の向上が求められている。

このため、全国の小麦育成地では品質改善に

向けた品種改良を精力的に進めてきたところで

ある。その成果の一つとして、国産小麦の一大

産地である北海道では、2006年に道立北見農業

試験場によって、製粉性に極めて優れ、原粒灰

分が低く、小麦粉の色相も良好で、やや低アミ

ロースでめんの官能評価も高く、国産小麦とし

て初めて輸入銘柄に匹敵する品質をもつ軟質の

めん用小麦新品種「きたほなみ」（柳沢ら、2007）

が育成され、本格的な普及がはじまっている。

一方、国産小麦の第二の産地である九州地域

では、低アミロースでめんの食感に優れる「チ

クゴイズミ」が普及しているが、製粉性は従来

からの普及品種である「農林61号」とほぼ同等で

ある（氏原ら、1995）。その後、製粉性や粉色が

改善された「イワイノダイチ」（田谷ら、2003）な

どが育成されてきたが、輸入銘柄や「きたほな

み」と比べるとまだ品質的には及ばない（製粉協

会技術委員会、2009）。

そこで暖地においても、飛躍的に製粉性など

の品質をより改良した小麦品種を育成するた

め、国産小麦にはこれまでにない軟質で極めて

製粉性が高い「きたほなみ」を遺伝資源として利

用することが考えられる。しかしながら、暖地

の小麦育種において北海道品種を利用する場

合、「きたほなみ」が暖地ではかなり晩生で、ま

た暖地品種とは比較的遠縁であるため（福永・稲

垣1984）、交配した後代には様々なタイプの変

異が出現して、梅雨のある暖地では必須条件で

ある早生系統が得にくいなどの問題があり、こ

れまでに北海道品種を利用して育成された暖地

向け品種はない。

このため、特に軟質小麦における製粉性に注

目して、従来より早く試験用小型製粉機を利用

した中期世代からの選抜を行い、優れた品質形

質の導入を試みた。

高製粉性の選抜

通常、九州沖縄農業研究センターの小麦品種

育成は、主に派生系統育種法という方法で行っ

ており、この場合、交配から4世代目のF4で早

生短稈等で穂選抜を行い、F5世代の穂別系統で

栽培性を中心に選抜し、さらに次世代のF6系統

北海道小麦品種「きたほなみ」から
暖地小麦品種への高製粉性の導入

藤　田　雅　也
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に至って初めてブラベンダー製粉機で製粉特性

などの品質特性の選抜にとりかかる。

しかしながら、「きたほなみ」を交配した後代

では先に述べたように、晩生であるなど栽培性

では不十分な系統が多く出現するため、通常通

り栽培性で先に選抜を行ってしまうと、品質的

に優れた系統が残らない可能性が大きい。そこ

でまず高品質な系統を得ることを目的に、通常

であれば栽培性で約1割に絞り込むところを、

栽培性の選抜には少々目をつぶって、8割弱の

系統を収穫し品質検定を行うことにした。 ま

た、世代もF4系統と早い世代から品質検定を行

うことで、早期に優れた品質の系統を得ること

を狙った。

2007年度に、九州沖縄農業研究センター筑後

拠点において、「北見81号（きたほなみ）」/「チク

ゴイズミ」の後代で、熟期の変異が大きい中か

ら早生短稈個体を選抜したF4系統219系統を栽

培し、そのうち栽培性が著しく劣る系統を除い

た172系統を収穫した。これらの系統について、

試験用小型製粉機（クオードルマットジュニア

型、ブラベンダー社）を用いて6XXの篩を使用

して、製粉性の差が出やすいように、常法（農林

水産技術会議事務局、1968）の製粉条件（フィー

ド速度21g/分、14.0％テンパリング）よりフィー

ド速度と加水量を高めて（フィード速度60g/

分、14.5％テンパリング）製粉（1反復、供試量

80g）を行った。2分割された粉受け引出しの早

く篩抜けして落ちる区分（低灰分粉）がA粉、残

りの区分がB粉とされており、製粉歩留（%）を

（A粉＋B粉）/ （A粉＋B粉＋ふすま）×100、篩

抜けの指標としてA粉割合（%）（A粉/（A粉＋B

粉）×100）を計算した。これらの結果から、比較

的製粉性の優れた系統を16系統を選抜した。

選抜した系統について、2008年度に栽培した

F5系統を前年度と同条件で系統毎に製粉を行

い、さらに高製粉性の要因を検討するため、粒

の硬さ（SKCS硬度、SKCS4100ターボ型、

Perten社）、A粉の平均粒度（レーザー回折式粒

子径分布測定装置、Sympatec HEROS（H1168）

&RODOS、日本レーザー）、原粒灰分（AACC法

Basic Method、550℃12時間燃焼）およびアラビ

ノキシラン含量についても測定した。アラビノ

キシラン含量は、A粉をリケナーゼおよびβ-キ

シラナーゼ処理後に抽出液をトリフルオロ酢酸

で酸加水分解し、酵素法により2反復でアラビ

ノース含量とキシロース含量を測定して算出し

た。

さらに、製粉性が良好と判断された系統「羽

系W1318」と「羽系W1320」については、2009年

度に生産力検定試験に供試し、栽培性を確認す

るとともに、収穫物についてはビューラー製粉

機で製粉を行い、その製粉性を確認した。また、

近畿中国四国農業研究センターにおいて、走査

型電子顕微鏡（SEM、日立ハイテクS3400N）に

より、種子の横断面およびビューラーテストミ

ルの小ふすまを観察した。

北海道小麦品種「きたほなみ」は、九州沖縄農

業研究センター（福岡県筑後市）の圃場で栽培す

ると、晩生のために正常に登熟した材料を収穫

することができないため、比較として北海道立

北見農業試験場産の材料を使用した。

選抜系統の品質

まず、2007年度のF4世代172系統における製

粉歩留の頻度分布（図1）は、最低値44.8%、最高

値60.2%、平均値53.7%で、「チクゴイズミ」より

製粉性が低い、あるいは「きたほなみ」より製粉

性が高い系統がそれぞれ数系統あったが、ほと

んどが両親の間におさまる単頂型の頻度分布を

示した。この組合せでは１割弱の系統が「きた

ほなみ」並の製粉歩留を示すことが明らかとな
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り、主にこれらの中から16系統を選抜した。

2008年度の選抜系統と標準、比較品種・銘柄

の品質特性を表1に示した。製粉歩留は、標準

の「農林61号」で51.3％、製粉性の低い親の「チク

ゴイズミ」が49.3％であるのに対して、製粉性の

高い親の「きたほなみ」では58.2％、輸入銘柄

「WW」では58.3％、「ASW」では62.6%と、7～13

％程度の差異が認められた。また、篩抜けのよ

さの指標となるA粉割合は、「農林61号」や「チク

ゴイズミ」で76％台であるのに対して、「きたほ

なみ」や輸入銘柄「WW」ではそれぞれ78.3％、

79.6％、輸入銘柄「ASW」では81.0％と高かった。

選抜された2系統の「羽系W1318」と「羽系

W1320」は、「きたほなみ」並の製粉歩留があり、

図1　「きたほなみ」/「チクゴイズミ」交配後代の製粉歩留の頻度分布

表1　選抜系統の製粉特性（系統栽培（九州農研2008年度））
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品種・系統名 備考 製粉歩留
（％）

A粉割合
（％）

SKCS
硬度

A粉平均
粒度

（μm）

A粉アラビノ
キシラン
含量（％）

原粒灰分
（％）

羽系W1318 59.0 81.5 40.2 48.7 0.81 1.58 

羽系W1320 60.0 80.2 34.2 39.7 0.63 1.60 

農林61号 標準 51.3 76.4 32.6 35.8 1.40 1.74 

チクゴイズミ 比較（親） 49.3 76.1 28.7 29.2 1.26 1.54 

きたほなみ 北見農試2008年産 58.2 78.3 37.5 34.1 0.71 1.38 

WW 輸入銘柄 58.3 79.6 33.0 43.2 0.85 1.35 

ASW 輸入銘柄 62.6 81.0 50.8 67.5 0.98 1.32

注） ブラベンダー小型テストミルによる製粉試験（フィード速度60g/分、14.5％テンパリング）A粉平均粒度は、Sympatec 
HEROS（H1168）&RODOS、日本レーザーにより測定。A粉アラビノキシラン含量は、酵素法により測定。
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A粉割合も80％以上と高かった。これまで製粉

歩留が低く、篩抜けが悪いことが暖地小麦品種

の問題のひとつとされてきたが、「きたほなみ」

を母本に利用することで、輸入銘柄「WW」に匹

敵する飛躍的に製粉性が向上した系統が得られ

ることが明らかとなった。

SKCS硬度は、硬質品種を含む輸入銘柄「AS 

W」では50を超えているが、それ以外は20～40

程度と低く、選抜系統は軟質と判定された。ま

た、一般に小麦粉の平均粒度は硬質小麦で大き

く、粒度が大きいと製粉性もよい（Nagamine et 

al.、2003）。硬質小麦がブレンドされている輸入

銘柄「ASW」は、小麦粉の平均粒度は67.5μmと

大きく、A粉割合も高かった。最近の育成品種

の中には、硬質にすることで小麦粉の平均粒度

を大きくし、 製粉性を向上させためん用品種

「あおばの恋」（乙部2009）や「ふくはるか」（石川

2009）があるが、「きたほなみ」を遺伝資源として

利用することで、軟質でも篩抜けがよく、製粉

性を飛躍的に向上させた系統が得られることが

明らかとなった。

A粉のアラビノキシラン含量は、製粉性の良

い「きたほなみ」や輸入銘柄「WW」でそれぞれ

0.71％、0.85％と低く、製粉性の悪い「農林61号」

や「チクゴイズミ」ではそれぞれ1.40％、1.26％と

高かった。加藤ら（2002）によれば、小麦の製粉

歩留は、胚乳細胞壁成分の多糖類のひとつであ

るアラビノキシラン含量に強く支配されてい

る。アラビノキシラン含量が少ないと、製粉時

に細胞壁が壊れやすく、ふすま画分へ流れる大

きな細胞の凝集塊ができにくいため、製粉歩留

が向上すると考えられる。また、西村ら（2008）

は「きたほなみ」の系譜上の品種・系統を用いて、

アラビノキシラン含量が低いことと、小麦粉の

平均粒度が硬質小麦ほどではないがやや大きい

ことが、「きたほなみ」の製粉性が高い原因と推

察している。

本研究においてもアラビノキシラン含量と製

粉歩留との相関係数は-0.567と有意な負の相関

があり、「きたほなみ」を含めアラビノキシラン

含量が0.85%以下の系統では、いずれも「きたほ

なみ」並の高い製粉性を示している（図2）。この

ことから、選抜系統の高製粉性の要因の一つと

して、「きたほなみ」がもつ低アラビノキシラン

形質が遺伝的に導入されたと考えられた。

また、池田ら（2008、近中四農研研究成果情

報）は、走査型電子顕微鏡による観察により「き

たほなみ」の種子の外皮と胚乳細胞壁が薄いこ

とを明らかにしている。そこで、2009年度の選

抜系統の収穫物についてビューラー製粉により

高製粉性を確認し、 走査型電子顕微鏡（SEM、

日立ハイテクS3400N）により、種子の横断面お

よびビューラーテストミルの小ふすまを観察し

た。

ビューラー製粉の歩留は「農林61号」「チクゴ

イズミ」が、それぞれ68.6%、70.6%であるのに対

し、「WW」「きたほなみ」は74.4%、77.6%と高く、

「羽系W1318」「羽系W1320」も75.1%、74.8%と

「WW」並に製粉性が優れていた。ミリングスコ

アでも、同様の傾向がみられた。また、小ふす

ま割合は「農林61号」「チクゴイズミ」が、それぞ

れ9.0%、8.4%と多いのに対し、「WW」「きたほな

み」は6.1%、4.8%と低く、「羽系W1318」「羽系

W1320」も、6.0%、6.6%と低かった（表2）。

SEMによる種子断面の観察により、製粉性の

劣る「チクゴイズミ」は、外皮が厚く胚乳細胞壁

もはっきりと観察された。一方、製粉性の優れ

る選抜系統は、「きたほなみ」と同様に種子の外

皮と胚乳細胞壁が薄いことが確認された。 ま

た、小ふすまの観察では、「チクゴイズミ」は胚

乳細胞壁に付着した胚乳細胞質の大きな断片が

見られるが、製粉性の優れる選抜系統では、細
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かく断片化された外皮などが多く観察された。

以上から、「きたほなみ」の外皮と胚乳細胞壁が

薄い形質が選抜系統にも導入され、ふるい抜け

が良くて小ぶすま割合が少なく、製粉性が優れ

ると考えられた。

今後の展開

以上のように、「きたほなみ」を遺伝資源とし

て利用することで、暖地においても飛躍的に製

粉性を高めた輸入小麦銘柄に匹敵する品質を持

つ系統が得られることが明らかとなった。これ

は、暖地における小麦育種において非常に朗報

である。

栽培性については暖地において「きたほなみ」

が晩生であることが、交配母本として使う場合

に一番問題となると考えられる。九州沖縄農業

研究センターでは「きたほなみ」の出穂期が4月

29日と、「チクゴイズミ」と比べて一ヶ月近く遅

いのに比べ、選抜系統は「農林61号」並に早生化

され、 収量性等も比較的改善されている（表

材料名 製粉歩留 （%） ミリングスコア 大ふすま割合（%） 小ふすま割合（%）

WW 総合食料局より無償譲与 74.4 86.6 19.5 6.1 

農林61号 2009年度生産力多肥栽培 68.6 78.8 22.3 9.0 

チクゴイズミ 2009年度生産力多肥栽培 70.6 82.9 21.0 8.4 

きたほなみ 2009年度北見農試産 77.6 88.3 17.6 4.8 

羽系W1318 2009年度生産力多肥栽培 75.1 86.4 18.9 6.0 

羽系W1320 2009年度生産力多肥栽培 74.8 87.7 18.6 6.6

図2　小麦粉のアラビノキシラン含量と製粉歩留の関係

表2　ビューラーテストミル製粉成績
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３）。しかしながら、耐倒伏性、穂発芽抵抗性、

赤かび病抵抗性の点で、選抜系統には一部問題

があることも分かってきており、これらの点で

改良が必要である。

今後は、これらの選抜系統を交配母本として

利用することで、暖地においても「きたほなみ」

に近い高品質な軟質小麦品種が育成されること

を確信している。
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氏原和人ら（1995）　九農試報告28（3）：195-217

柳沢　朗ら（2007）　北海道立農試集報91：1-13

（独）農業・食品産業技術総合研究機構

九州沖縄農業研究センター小麦・大麦育種グループ長（ ）

表3　選抜系統の栽培特性（2009年度生産力検定試験（九州農研））

品種・系統名 備考 出穂期
（月.日）

成熟期
（月.日）

稈長
（cm）

穂長
（cm）

収量
（kg/a）

収量比
（%）

容積重
（g）

千粒重
（g）

羽系W1318 4.07 6.01 77 7.8 49.3 85 813 37.5 

羽系W1320 4.07 5.31 82 7.7 58.8 101 815 39.8 

農林61号 標準 4.08 5.31 94 8.8 58.1 100 807 35.8 

チクゴイズミ 比較（親） 4.02 5.27 78 8.6 58.5 101 830 41.1 

きたほなみ 系統栽培 （4.27）

注）きたほなみの出穂期は、別圃場の系統栽培のデータ。

05-10_解説(藤田)-通2.indd
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★製粉用は国内産と輸入小麦がほぼ半々

小麦の総生産量は年に約400万トンで、第一主

食であるトウモロコシの20％弱である。小麦は

国土のほぼ全域で生産されるが、北部太平洋岸

の4州、特にSonora州が主産地で、この4州の作

付面積と収量はその他の地区より多く、ここで

国全体の約半分を生産する。しかし、この地域

では灌漑用の水不足が原因で作付面積が減少し

ているので、国全体の生産量が伸びない。

春播き性の硬質赤普通小麦が冬小麦として多

く栽培されているが、単収が高いデュラム小麦

品種が開発されたためにデュラム小麦の生産量

が年々増えており、全小麦生産量の半分強の約

220万トンになった。硬質赤普通小麦の生産で

は、品種改良と農業技術の改善によって作付面

積の減少を単収増で補っている。品質的には改

良の余地が大きく、セミハード的なものが多い。

軟質小麦も生産される。

小麦の総需要量は年に約600万トンで、そのう

ち食用は約520万トンである。中米諸国の中で小

麦を飼料用に使う唯一の国で、年に約20万トン

の国内産小麦が飼料用に向けられる。年に約100

万トンの小麦を輸出するが、そのほとんど（約80

万トン）はデュラム小麦であり、ペルーなどの中

南米諸国とクスクスを食べるアフリカのリビア

に向けられる。カーギル社は約70万トンのデュ

ラム小麦を生産するSonora州の約3,000の農家

と契約をして、輸出や国内需要に対応している。

その結果、不足分として年に約340万トンの小麦

を輸入するが、北米自由貿易協定（NAFTA）が

あるので、約3/4はアメリカから、残りをカナダ

から輸入している。アメリカからの小麦の約半

分は鉄道で到着する。

デュラムセモリナやデュラム粉の製造には国

内産のデュラム小麦を使う。普通小麦について

は、小麦主産地の工場では国内産小麦の使用比

率が高いが、それ以外の地区では輸入小麦を主

原料にして国内産を配合する。製粉会社や製パ

ン会社は、アルべオグラフのW値とP/G比に基

づくグルテンの強度によって小麦を5タイプに

分けて考えており、使用目的に応じて使い分け

をしている。製粉会社は国内産小麦を生産者団

体や生産者から直接か、商社経由で購入する。

その際、小麦のタイプによって価格差があるほ

か、容積重、水分含量、健全性、及びきょう雑

物・異物の混入量によって価格調整が行われる。

★小麦粉消費量は漸増傾向

約1億1,000万人の第一主食はトウモロコシ

で、その多くはトルティーヤに加工され、1人当

たり平均で年に80キログラムくらい食べてい

る。都会ではトルティーヤを温める時間がない

人が多くなり、タコスなどのファストフードに

消費が動きかけている。第二の主食である小麦

粉の消費量も多く、1人当たり平均の年間消費

量は約30キログラムと推定される。ここ数年、

小麦粉の生産量は漸増傾向にあり、年に290万ト

ンを超えた。 小麦粉の輸入も増加傾向で、

2011/12年度には8万トンと予測される。

小麦粉にはパン用と菓子用があり、ほかにパ

製粉と小麦粉のお国ぶり 

─その16─

メ　キ　シ　コ
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スタ用のデュラムセモリナが市販されている。

パン用粉のほとんどはストレート粉で、日本の

2等粉に近い灰分量である。菓子用粉の中には灰

分量が低めのショートパテント粉もある。小麦

全粒粉も多く食べられている。

★製粉会社は多いが、企業提携が進む

中米諸国中では製粉工場数が圧倒的に多い。

1991年には133工場あり、年間の総挽砕能力は

490万トンだったが、2010年には117工場に減っ

た。全国小麦粉製造業協会があり、7つの地区に

それぞれの協会がある。

117工場のうちの19工場の能力は不明だが、能

力が公表されている98工場のうち22工場は1日

の挽砕能力が100トン未満の小規模である。100

トン以上200トン未満の工場も30ある。300トン

以上の大工場は25で、そのうち1000トン以上は

3工場である。 最大はメキシコシティにある

Harinera la Espiga社の工場で、これまでも能力

拡張をたびたび行ってきたが、2009年にほぼ倍

増の1,650トンになった。Puebla州Pueblaにある

Industrial Harinera la Asuncion社の工場が

1,050トンで、2番目である。最大のトウモロコ

シ製粉会社のグルマ社とアメリカのADM社の

合弁会社であるMolinera de Mexico社は

Durango州に400トン工場、Estado de Mexico

州に500トン工場を持つ。

大手の食品企業傘下の製粉工場も多く、会社

間の提携もかなり進んでいる。人口が集中して

いる首都圏（17工場）とEstado de Mexico州（12

工場）に工場が多い。

★多様な小麦粉食品がある 

量ではトウモロコシに及ばないが、多様な小

麦粉食品が食べられている。全国的にみると、

タイプは異なるがパンの形で食べられているも

のが多い。土着民（マヤ族とアステカ族）とヨー

ロッパ（スペイン、フランス、及びイタリア系）

からの移民の人種、食文化、及び習慣が共存す

ると共に混ざりあい、一方では、地方の貧しい

農家の最低限の生活の糧としてと都市部の工業

的発達に結びついた大規模商業作物としての小

麦の普及によって、多様な小麦粉食品が生まれ

た。北部では小麦粉のトルティーヤも食べられ

ている。

製パン産業は小さい家族経営のベーカリーか

ら大規模な近代的製パン工場までさまざまであ

る。小さいベーカリーの多くは田舎の町や村に

ある。小麦全粒ミールか小麦全粒粉を用いて、

甘くて密な内相のパンを手づくりで製造する。

砂糖の配合量が多いので、これらのパンは老化

が遅く、数日間保存が可能である。

内相がやや密で、外皮が硬いのから軟らかい

ものまでのいろいろな種類の白パン（pan 

blanco）とイースト発酵生地で作るスイートブ

レッド（pan dulce）が多いが、都会では、小から

大規模の半自動化ベーカリーがソフトバンズ、

ハードロール、全粒ミールパン、外国由来のい

ろいろな種類の白パン、各種のスイートグッズ、

クッキー、ペストリー、ケーキなども製造する。

近代的な機械化製パン工場もいくつかあり、い

ろいろな種類のパン、クッキー、クラッカーな

どを製造している。都会の消費者は、小売りの

ベーカリーからほぼ毎日パンを買う。

パスタの消費が伸びており、最近のデータは

ないが2002年の1人当たり平均の消費量は1.8キ

ログラムだった。大小のパスタ工場があり、多

種類のパスタとヌードルを製造しているが、輸

入品も多い。中でも、アメリカとイタリアの製

品が多く、フランス、グアテマラ、スペイン、

中国、チリ、ドイツ、カナダからも来ている。

（財団法人製粉振興会参与、農学博士 長尾精一）
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業界ニュース

平成24年産民間流通麦に係る入札結果の概要（抜粋）

1　平成24年産民間流通麦に係る入札について、第1回を9月15日（木）及び第2回を9月27日（火）に

実施した。

2　第1回及び第2回を合わせた入札結果の概要は、次のとおり。

⑴　小　　麦　

　　26産地別銘柄　250,980トンが上場され、

　　26産地別銘柄　245,320トンが落札された。

3　産地別銘柄別の落札決定状況は、別紙のとおり。

※　なお、落札残については、今後、相対取引される予定。

プレスリリース 平 成 23 年 9 月 29 日
（社）全国米麦改良協会

平成24年産　民間流通麦の入札における落札決定状況（麦種─小麦・地域区分─全地区）（公表）
（単位：円、トン）

産地 銘　　柄

税込 税別（参考）
上場数量
⑹

申込数量
⑺

落札
数量

落札
残数量

申込
倍率
⑺÷⑹

基準
価格
⑴

指標価格
（加重
平均）⑵

対比
⑵÷⑴

基準
価格
⑶

指標
価格
⑷

前年産
指標価格
⑸

前年産
対比
⑷÷⑸

北海道 春よ恋 116,467 128,114 110.0% 110,921 122,013 93,604 130.4% 7,260 17,290 7,260 0 2.4
北海道 キタノカオリ 84,613 93,074 110.0% 80,584 88,642 68,003 130.4% 1,730 3,590 1,730 0 2.1
北海道 きたほなみ 57,332 56,548 98.6% 54,602 53,855 46,078 116.9% 177,360 208,240 175,120 2,240 1.2
北海道 ゆめちから 84,613 93,074 110.0% 80,584 88,642 − − 1,070 7,330 1,070 0 6.9
宮　城 シラネコムギ 40,638 41,858 103.0% 38,703 39,865 32,661 122.1% 760 1,260 760 0 1.7
茨　城 農林61号 36,303 32,698 90.1% 34,574 31,141 29,176 106.7% 1,530 1,480 1,270 260 1.0
茨　城 さとのそら 36,303 32,752 90.2% 34,574 31,192 − − 2,580 870 870 1,710 0.3
栃　木 農林61号 49,556 45,197 91.2% 47,196 43,045 39,828 108.1% 200 360 200 0 1.8
群　馬 つるぴかり 49,036 48,364 98.6% 46,701 46,061 39,410 116.9% 1,620 2,690 1,620 0 1.7
群　馬 きぬの波 55,052 59,731 108.5% 52,430 56,887 44,245 128.6% 540 1,560 540 0 2.9
群　馬 さとのそら 56,021 52,417 93.6% 53,353 49,921 45,024 110.9% 5,670 5,050 5,050 620 0.9
埼　玉 農林61号 49,946 47,540 95.2% 47,568 45,276 40,142 112.8% 5,200 4,540 4,540 660 0.9
岐　阜 農林61号 43,620 47,982 110.0% 41,543 45,697 35,057 130.3% 1,210 3,780 1,210 0 3.1
岐　阜 イワイノダイチ 41,388 45,526 110.0% 39,417 43,358 33,263 130.4% 1,060 3,460 1,060 0 3.3
愛　知 農林61号 48,971 53,867 110.0% 46,639 51,302 39,358 130.3% 2,600 7,300 2,600 0 2.8
愛　知 イワイノダイチ 47,223 50,928 107.8% 44,974 48,503 37,953 127.8% 2,430 5,590 2,430 0 2.3
三　重 農林61号 45,071 49,562 110.0% 42,925 47,202 36,224 130.3% 1,170 2,830 1,170 0 2.4
滋　賀 農林61号 53,359 57,869 108.5% 50,818 55,113 42,884 128.5% 4,110 7,870 4,110 0 1.9
兵　庫 シロガネコムギ 50,753 47,613 93.8% 48,336 45,346 40,790 111.2% 870 880 810 60 1.0
香　川 さぬきの夢2000 61,762 66,793 108.1% 58,821 63,612 49,638 128.2% 1,040 1,690 1,040 0 1.6
福　岡 シロガネコムギ 53,813 54,314 100.9% 51,250 51,728 43,249 119.6% 7,880 10,450 7,880 0 1.3
福　岡 チクゴイズミ 60,865 65,699 107.9% 57,967 62,570 48,917 127.9% 6,430 11,420 6,430 0 1.8
福　岡 ミナミノカオリ 50,484 55,293 109.5% 48,080 52,660 40,574 129.8% 1,990 4,210 1,990 0 2.1
佐　賀 シロガネコムギ 47,623 50,093 105.2% 45,355 47,708 38,274 124.6% 8,500 13,420 8,390 110 1.6
佐　賀 チクゴイズミ 53,655 59,021 110.0% 51,100 56,210 43,122 130.4% 5,080 17,540 5,080 0 3.5
大　分 チクゴイズミ 51,693 56,862 110.0% 49,231 54,154 41,545 130.4% 1,090 4,130 1,090 0 3.8
− 合　計 57,966 58,340 100.6% 55,206 55,562 46,187 120.3% 250,980 348,830 245,320 5,660 1.4

（注）１�．基準価格及び指標価格は円／1㌧当たりの価格で、消費税（地方消費税を含む）相当額を含めた額である。なお、参考として、当該相当
額を除いた額を掲載してある。

　　２．建値条件は、ばら、1等、産地倉庫在姿である。
　　３．基準価格及び指標価格の「合計」欄は、本年産の産地・銘柄毎の基準価格又は指標価格を落札数量で加重平均したものである。
　　４．小麦の基準価格は、前年産の指標価格に当該年産の第1回入札時点での輸入麦の政府売渡価格の変動率（1.185）を乗じた価格である。
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（第2回）� （単位：円、トン）

麦　種 産　地 銘　柄 地域
区分

落札加重
平均価格

小　麦 北海道 春よ恋 全地区 122,013
小　麦 北海道 キタノカオリ 全地区 88,642
小　麦 北海道 きたほなみ 全地区 51,893
小　麦 北海道 ゆめちから 全地区 88,642
小　麦 宮　城 シラネコムギ 全地区 39,865
小　麦 茨　城 農林61号 全地区 31,127
小　麦 茨　城 さとのそら 全地区 31,132
小　麦 栃　木 農林61号 全地区 43,000
小　麦 群　馬 つるぴかり 全地区 46,560
小　麦 群　馬 きぬの波 全地区 57,673
小　麦 群　馬 さとのそら 全地区 49,757
小　麦 埼　玉 農林61号 全地区 44,887
小　麦 岐　阜 農林61号 全地区 45,697
小　麦 岐　阜 イワイノダイチ 全地区 43,358
小　麦 愛　知 農林61号 全地区 51,302
小　麦 愛　知 イワイノダイチ 全地区 49,014
小　麦 三　重 農林61号 全地区 47,217
小　麦 滋　賀 農林61号 全地区 55,274
小　麦 兵　庫 シロガネコムギ 全地区 45,252
小　麦 香　川 さぬきの夢2000 全地区 64,703
小　麦 福　岡 シロガネコムギ 全地区 51,621
小　麦 福　岡 チクゴイズミ 全地区 63,763
小　麦 福　岡 ミナミノカオリ 全地区 52,888
小　麦 佐　賀 シロガネコムギ 全地区 48,236
小　麦 佐　賀 チクゴイズミ 全地区 56,210
小　麦 大　分 チクゴイズミ 全地区 54,154

（参考）
平成24年産民間流通の入札における落札状況
（第1回）� （単位：円、トン）

麦　種 産　地 銘　柄 地域
区分

落札加重
平均価格

小　麦 北海道 春よ恋 全地区 122,013
小　麦 北海道 キタノカオリ 全地区 88,642
小　麦 北海道 きたほなみ 全地区 55,767
小　麦 北海道 ゆめちから 全地区 88,642
小　麦 宮　城 シラネコムギ 全地区 39,865
小　麦 茨　城 農林61号 全地区 31,155
小　麦 茨　城 さとのそら 全地区 31,290
小　麦 栃　木 農林61号 全地区 43,091
小　麦 群　馬 つるぴかり 全地区 45,562
小　麦 群　馬 きぬの波 全地区 56,100
小　麦 群　馬 さとのそら 全地区 50,067
小　麦 埼　玉 農林61号 全地区 45,713
小　麦 岐　阜 農林61号 全地区 45,697
小　麦 岐　阜 イワイノダイチ 全地区 43,358
小　麦 愛　知 農林61号 全地区 51,302
小　麦 愛　知 イワイノダイチ 全地区 47,997
小　麦 三　重 農林61号 全地区 47,188
小　麦 滋　賀 農林61号 全地区 54,953
小　麦 兵　庫 シロガネコムギ 全地区 45,425
小　麦 香　川 さぬきの夢2000 全地区 62,521
小　麦 福　岡 シロガネコムギ 全地区 51,834
小　麦 福　岡 チクゴイズミ 全地区 61,380
小　麦 福　岡 ミナミノカオリ 全地区 52,435
小　麦 佐　賀 シロガネコムギ 全地区 47,182
小　麦 佐　賀 チクゴイズミ 全地区 56,210
小　麦 大　分 チクゴイズミ 全地区 54,154

（注）１．基準価格及び指標価格は円／1㌧当たりの価格で、消費税相当額を除いた額である。
　　２．建値条件は、ばら、1等、産地倉庫在姿である。
　　３．各価格は本年産の産地・銘柄毎の落札数量で加重平均したものである。
　　４．小麦の基準価格は、前年産指標価格×1.185
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世界　　（1） 2011/12年度の小麦

は生産と消費が増え、期末在庫は

前年度並み。

国際穀物理事会（IGC）の世界と主要生産国の

小麦需給を［表1］に、国別小麦生産量を［表2］に

示した。2011/12年度は生産が前年度比2,780万

トン増の6億7,890万トン、消費は6億7,880万トン

で、期末在庫は前年度とほぼ同量である。食用

消費は530万トン増の4億6,190万トン、飼料用は

1億2,690万トン、工業用は2,100万トンで、貿易

量は140万トン増の1億2,800万トンである。CIS 

3国を含む主要輸出国の合計期末在庫は180万ト

ン減の6,750万トン、 中国の在庫は少し増えて

5,840万トン、 インドは微減の1,510万トンであ

る。生産量は、CIS3国が回復してほぼ前々年度

の水準に戻るが、 カナダは少し増えるものの

前々年度より280万トン少ない。EUは安定して

いるが、アメリカは510万トン減の5,500万トン

である。アルゼンチン、オーストラリア及びイ

ランは高レベルだが、前年度を下回る。トルコ

は1,900万トンに増え、中国は微増の1億1,600万

トン、インドは史上最高の8,590万トンである。

（IGC-GMR・415／11）

（2） 2011/12年度の小麦粉貿易量は前年度とほ

ぼ同量の1,180万トン。

IGC予測の小麦粉貿易量を［表3］に示した。

2011/12年度は前年度とほぼ同量の1,180万トン

である。ウズベキスタンとアフガニスタンは引

続き多く輸入し、共に140万トンである。イラク

が110万トン、ブラジルが95万トン、インドネシ

アが90万トン輸入する。輸出国では、カザフス

タンが300万トン、トルコが260万トン、アルゼ

ンチンが130万トンで高レベルの輸出を維持す

るが、EUは120万トンに減少する。

（IGC-GMR・414／11）

アメリカ　　（1） ノースダコタ製

粉が2年連続で過去最高収益。

州営のNorth Dakota Mill & 

Elevatorの2011年度（6月30日締め）の利益は過

去最高の1,610万ドルで、2010年度の1,320万ド

ルを22％上回った。67万トンの穀物を挽砕し、

49.9万トンの製品を生産した。販売が好調で、出

荷量の前年比6％増が収益増に貢献した。収益の

52.5％は州の一般会計に、一部は農業燃料税基

金に繰り入れられ、残りは工場の再投資に使う。

（World-Grain.com・August 24／11）

（2） 小麦粉価格は下落傾向。

2011年1月以降の小麦粉価格を［表4］に示し

た。公表価格はcwt当たりのばら貨車渡しだが、

トン当たりに換算した。4～6月のピークから7

月に少し下がり、8月に一部の種類で上昇した

ものの、再び下落傾向にある。

（MBN、FBN複数号／11）

（3） 2011年8月の小麦生産者手取り価格はブッ

シェル当たり7.56ドル。デュラム小麦が高値。

合衆国農務省発表の全小麦平均生産者手取り

価格を［表5］に示した。2011年8月は7.56ドル／

ブッシェルで、前月比46セントの上昇、前年同

月比2.12ドルの大幅高である。冬小麦は7.26ドル

（前月比49セント高、前年同月比1.79ドル高）、デ
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ュラム小麦は11.00ドル（前月比80セント高、前

年同月比6.55ドル高）、デュラム小麦を除く春小

麦は8.02ドル（前月比39セント安、 前年同月比

2.55ドル高）である。

（World-Grain.com・September 2／11）

インド　　製粉業界は小麦輸出禁

止解除を歓迎。

ロール製粉協会は政府決定の小

麦輸出禁止解除を歓迎しており、これによって

国内の小麦粉価格下落を防ぐことができると期

待している。また、これによって高蛋白質小麦

の中東諸国への輸出が可能になる。政府は2011-

12穀物年度（4～3月）に小麦をトン当たり11,700

ルピーで2,800万トン買い上げた。9月11日現在、

首都で製粉会社が購入する小麦価格はトン当た

り11,450～11,500ルピーで、8月21～27日の週の

卸売物価指数は前年同期比1.04％の下落だっ

た。

（World-Grain.com・September 12／11）

インドネシア　　北スマトラ州に

初の近代的製粉工場が完成。

Pt Halim Sarigandum Prima社

が北スマトラ州メダンに建設中だった1日の挽

砕能力が150トンの製粉工場が完成し、5月21日

に披露を行った。 トルコのAlapala Machine 

Industry Trade社が設計施工を行い、同社製の

機械を用いた同州では初めての近代的製粉工場

である。

（Grain Feed Milling Technology・August／11）

ウクライナ　　穀物の輸出関税を

維持。

7月1日から穀物輸出に関税を導

入し、小麦には9％（ただし、トン当たり17ユー

ロを下回らない）の関税が課せられている。輸出

業者はロシアの会社の価格がトン当たり30米ド

ル以上も安いので太刀打ちできないとして、輸

出関税の撤廃を求めていたが、政府は財政上の

理由からこれを拒否した。

（World-Grain.com・September 6／11）

オーストラリア　　（1） 小麦の製

パン性改良プロジェクトが発足。

西オーストラリア州農業・食品

省、CSIRO（連邦科学産業研究機構）食品未来グ

ループ、George Weston Technologies社、及び

Murdoch大学が参加して、国としての小麦品質

共同研究プロジェクトが発足する。5年計画で、

穀物研究開発財団（GRDC）の資金で行う。オー

ストラリア小麦はめん用としてアジア市場で評

価が高いが、国際市場、特に東南アジアでのベ

ーカリー製品需要増に対応できる製パン性が優

れた小麦の開発を行う。CSIROが持つ小麦資源

の中から1000系統以上を西オーストラリアとニ

ューサウスウェールズ州で栽培し、優れた遺伝

子を見つける。

（World-Grain.com・September 1／11）

（2） ジョージ・ウエストン社のブリスベン製粉

工場が洪水後約9か月で再稼働。

1月のブリスベンでの2メートルを超える洪水

で電気系統などに大きな被害を受けたGeorge 

Weston社のブリスベン工場は、クインズランド

州最大の製粉工場である。9か月間の懸命な復

旧工事の結果、8月初めに再稼働した。同社はニ

ュージーランドのクライストチャーチ地震でも

現地の製粉工場が大きな被害を受けた。

（World-Grain.com・September 2／11）
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カザフスタン　　補助金でエジプ

トへの小麦輸出を維持か。

エジプトは小麦の大消費国で、

1人当たり消費量が世界で最も多い国の一つで

ある。国内産小麦の増産に努めているが、人口

増もあって消費量の約50％に相当する700万ト

ンの小麦を毎年輸入し、輸入が増える傾向にあ

る。2010年度はロシアが小麦の輸出禁止を、ウ

クライナが輸出割当を行ったので、46.75万トン

の小麦をエジプトに輸出できた。しかし、その

両国に比べて地理的条件から輸送コストが高

く、輸送時間も長いので、エジプトへの輸出は

不利である。2010-11年度は豊作なので全穀物の

輸出を800～900万トンと見込んでおり、そのた

めの措置として政府はエジプト向けの輸送コス

トの一部を補助する方向で動いている。

（World-Grain.com・September 7／11）

スイス　　小規模だが最新鋭の製

粉工場が竣工。

東部のフルムスで75年間製粉事

業を行ってきたウィリ・ グルニガー（Willi 

Grüninger）社は、老朽化した1日の挽砕能力が

50トンの工場を廃止して、新たに100トンの能力

の工場を建設した。スイスでは6番目の規模の工

場である。ビューラー社が建設を請け負い、同

社の製粉機械やWinCos.r2制御システムを導入

した完全自動工場で、夜間は無人運転を行って

いる。小麦粉、小麦全粒粉など地域の顧客の要

望にこまめに対応した製品を自社の15台のトラ

ックで奥地まで配達する。

（diagram・158／11）

中国　　（1） 国有の大手農業会社

がオーストラリアの農地購入に動

く。

国有の大手農業会社Beidahuangグループの

BDH社はオーストラリアの西オーストラリア州

南西部の約8万ヘクタールの農地を購入する方

向で動いている。同社は世界中にほぼ100万人の

従業員を抱え、オーストラリア、ロシア、フィ

リピン、ブラジル、アルゼンチン、ジンバブエ、

及びベネズエラで農地への投資を拡大してい

る。ただし、これまでは農地を借りる方式が多

かったが、今回は購入に動いており、将来の自

国民の食糧確保が目的である。オーストラリア

の農家の対応は様々で、農業団体などは困惑を

隠せない状況である。

（World-Grain.com・August 31／11）

（2） 第12次農業発展5か年計画を発表。

農務省は第12次農業発展5か年計画を発表し

た。穀物作付面積は1.06億ヘクタールを維持し、

穀物生産能力は2010年の5.46億トンに近い年に

5.4億トン以上を維持する。綿花と油糧種子は少

し増産する。一次産業の付加価値を2011年から

2015年までの間に年率5％の割合で高め、農家の

収入を年率7％以上のペースで増加する。今後5

年間で、合計4000万人の地方労働者を農業以外

に転職させる。

（World-Grain.com・September 6／11）

ドイツ　　穀物挽砕量は増加傾

向。粉採取率は変化が少ない。

製粉工場での小麦とライ麦の挽

砕量を［表6］に示した。普通小麦の挽砕量は増

加傾向で、2009/10年度には702万トンを挽砕し

た。デュラム小麦の挽砕量の伸びはそれ以上で、

小麦全体の挽砕量の5.4％に相当する39.7万トン

になった。ライ麦の挽砕量は減少傾向である。

その結果、穀物全体では増加傾向で、2009/10年

度には826万トン挽砕した。［表7］は製粉工場で
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の粉採取率である。デュラム小麦のセモリナと

粉の採取率は上昇傾向にあるが、普通小麦とラ

イ麦はかなりの高レベルになっており、ほとん

ど変化がない。

（Getreide-Jahrbuch 2011/2012）

ノルウェー　　パンは高品質志向

で売上げは伸びているが、コスト

高、輸入品増など大手製パン会社

には不利な状況。

豊かな国で、1人当たり収入も多いので、消費

者は焼立ての高付加価値製品をよく買う。過去

20年以上、ベーカリーは繁栄を続け、2010年も

売上げは量、金額共に5％伸びた。中でもパンが

特に伸び、全ベーカリー製品の2/3近くになっ

た。全粒粉、全粒穀物及び多穀物製品がパン市

場の3/4を占め、高繊維などの健康に良いパンが

主流で、白パンのシェアは2％と低い。手づくり

パンより工業生産のパンの方が伸びて、工業規

模の製パン会社のシェアは20％になったが、プ

ライベートブランドが強い市場であり、それぞ

れの地区に特殊なパンが多くある。全国規模の

製パン会社はナショナルブランドの他に、それ

ぞれの地区向けの多種類の特殊パンも製造する

ので、規模のメリットを発揮しにくい。12の工

場と900人の従業員を抱えるBakers社が最大手

だったが、販売量が減って経営に行き詰まり、

身売りの話も出ている。工業規模の製パン会社

の一つ、Din Baker社は2010年にプレミアム田

舎風パンとサワードウパンを、2011年7月にロ

ーズマリーと食塩をトッピングしオリーブ油で

揚げたフォカッチャを発売した。Buer社は特殊

パンメーカーで、古くからある樹皮パン、北部

で需要が多いポテトパンなどを製造している。

軟らかいポテト平焼きパンは用途が広いスナッ

クとして、ノルウェー全土で食べられている。

朝食に、保蔵処理した肉、魚やその他のサンド

イッチフィリングを包んで、または砂糖やジャ

ムを載せて食べる。Buer社はここ数年2桁の伸

びを示しており、最近、新製造ラインを作って

1時間当たり32,000個を製造し、季節商品も加え

た。2010年の工業生産のケーキは最大手の

Sœtre社が新製品を出したので、売上高は前年

を上回ったが、販売量は前年並みだった。新鮮

なものを好むので、包装したベーカリー製品は

ノルウェー人にとって常に妥協の産物である。

高価格、プレミアム指向の市場は外国の業者に

とって魅力で、2010年にパンと他のベーカリー

製品の輸入量は7％増加した。2001年の19,000ト

ンが2009年には41,600トンになり、外国で焼か

れた製品のシェアは25％になって、産業を圧迫

している。この逆境下で、French Bakery社は

2009年に新工場を建設し、輸入量を50％から30

％に減らした。同社はベークオフ製品を3社に卸

している。2010年にオスロのフレッシュベーカ

リーを売却し、冷凍製品に集約した。2011年に

は25％の売り上げ増を予測している。近年、コ

ストが急激に上昇し、5月には、農家が小麦の10

％値上げを要求した。製パン会社はそのような

価格高騰は輸入と倒産を増やすことになると警

告しているが、倒産が増え、利益率が4％を切っ

た。トップブランドでもプライベートラベルが

強いので、シェアを落とす危険がある。有機、

石臼挽きパン、コレステロール低下パンなどは

プライベートラベルでも買うことができ、ケー

キでもプライベートラベルは伸びている。4つの

大手小売業が食品市場の96％を支配して力が強

くなっており、プライベートラベルの好調な売

れ行きをその販売力で後押ししている。

（EB・117／11）
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ブラジル　　グランデ・モイノ・

シアレンセ社が製粉能力を倍増し

て1日1000トンに。

北東部セアラー州の州都フォルタレザ（人口

250万人）では、港に面して3つの製粉工場が並ん

でいる。 そのうちの1つ、Grande Moinho 

Cearense社は1959年設立の家族経営企業で、

Carlos Francisco Ribeiro Jereissatiグループの

一員である。年間売上高は約1.75億米ドルで、従

業員は175人いる。アルゼンチン、アメリカ、及

びカナダから輸入するセミハード及びハード小

麦から、業務用のパン、パスタ、クッキー（ビス

ケット）用粉と家庭用小麦粉を製造する。既存の

建物を用い、従来の1日500トンミルの隣に新し

く500トンミルを増設した。ビューラー社のロー

ラーミル「アンタレス」を採用して、12基の4本

ローラーと5基の8本ローラーを装備した。10室

のコンパートメントを持つ3基のプランシフタ

ー「シリウス」やピュリファイヤー「プロマット」

などがある。MWPL袋詰コンベヤの能力は1時

間に50キログラム詰めを800袋で、ふすまは40キ

ログラム詰めを600袋である。WinCos.r2中央制

御システムで管理する。

（diagram 158／11）

フランス　　小麦粉の１人当たり

食用消費量は減少傾向。

小麦粉の食用消費量の推移を

［表8］に示した。総食用消費量は50年前から減

少を続けていたが、移民等による人口増によっ

て1970年代の終わりごろから増加に転じ、近年

は50年前と同レベルにまで戻った。しかし、１

人当たりの年間消費量は1960年代に大幅に減少

し、それ以降も微減傾向が続いている。

（annuaire de la Meunerie Française 2011）

ベネズエラ　　10の製粉工場が

輸入小麦を挽砕。

ラ テ ン ア メ リ カ 製 粉 協 会

（ALIM）によると、製粉工場は10あり、総挽砕

能力は170万トンである。また、2万軒のベーカ

リー、18のパスタ工場、13のクッキー・クラッ

カー工場がある。農産物の自給率が低く、高め

る努力をしているが小麦はほとんど生産されな

い。小麦の消費量は安定しており、年に約150万

トンの小麦を主としてアメリカから輸入してい

る。種類別では、デュラム小麦とハード・レッ

ド・スプリング小麦が比較的多い。ベネズエラ

製粉協会（Asotrigo）によると、2010年には、輸

入小麦の38％がパンに、26％がパスタに、5％が

クッキーに、6％が家庭用小袋に、25％が飼料用

に 使 わ れ た 。 ベ ネ ズ エ ラ パ ス タ 協 会

（AVEPASTAS）によると、2010年のパスタ生

産量は36.3万トンで、前年比12％の増加だった。

（WG・29-8／11）

ヨーロッパ連合　　製粉工場の統

廃合が進む。

　［表9］は2009年の国別の製粉工

場数、普通小麦挽砕量、及び国内産小麦使用比率

である。ほとんどの国で工場数は減少傾向であ

る。ドイツが302工場で675万トン、フランスが

454工場で569万トン、イタリアが259工場で514

万トンの小麦を挽いた。ハンガリー、フランス、

ドイツ、及びチェコは自給率が高いが、輸入小麦

依存の国も多い。

（annuaire de la Meunerie Francaise 2011）
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［表1］世界及び主要小麦輸出国の小麦需給 （百万トン）

期初
在庫

生産
輸入
b）

供給計
消 費 輸出

b）
期末
在庫食用 工業用 飼料用 計 a）

アルゼンチン（12月／11月）
2009/10 1.5 8.8 0.0 10.2 3.6 0.1 0.1 4.2 5.3 0.7
2010/11 推定 0.7 14.7 0.0 15.4 3.6 0.1 0.2 4.3 9.0 2.1
2011/12 予測 2.1 13.0 0.0 15.2 3.8 0.1 0.3 4.6 8.0 2.6

オーストラリア（10月／9月）
2009/10 3.6 21.8 0.0 25.4 2.1 0.4 2.3 5.5 14.8 5.2
2010/11 推定 5.2 26.3 0.0 31.5 2.1 0.5 2.7 6.0 18.7 6.8
2011/12 予測 6.8 25.5 0.0 32.3 2.2 0.5 3.5 6.9 18.0 7.4

カナダ（8月／7月）
2009/10 6.5 26.8 0.1 33.5 3.0 0.5 2.8 7.2 18.5 7.8
2010/11 推定 7.8 23.2 0.1 31.1 3.0 0.5 3.2 7.7 16.2 7.2
2011/12 予測 7.2 24.0 0.0 31.2 3.0 0.8 3.5 8.3 16.8 6.1

EU-27（7月／6月）
2009/10 23.0 138.3 5.1 166.5 54.0 10.2 56.2 128.2 22.2 16.1
2010/11 推定 16.1 136.8 4.7 157.6 54.0 10.2 49.6 121.0 23.7 12.9
2011/12 予測 12.9 137.0 7.5 157.4 54.0 11.6 53.4 127.4 17.2 12.8

カザフスタン7（7月／6月）
2009/10 2.2 16.5 0.0 18.7 2.6 0.1 1.8 7.2 8.0 3.4
2010/11 推定 3.4 10.0 0.1 13.5 2.2 0.0 1.5 6.3 5.6 1.6
2011/12 予測 1.6 15.0 0.1 16.6 2.3 0.1 1.8 7.3 7.0 2.4

ロシア（7月／6月）
2009/10 11.0 61.7 0.1 72.9 16.7 0.4 16.5 40.1 18.8 14.0
2010/11 推定 14.0 41.5 0.0 55.5 16.7 0.3 16.5 39.7 4.0 11.8
2011/12 予測 11.8 58.0 0.1 69.8 16.8 0.5 17.5 41.5 16.0 12.3

ウクライナ（7月／6月）
2009/10 2.5 20.9 0.0 23.4 5.8 0.2 3.5 11.8 9.3 2.3
2010/11 推定 2.3 16.8 0.0 19.2 5.8 0.2 3.1 11.4 4.3 3.5
2011/12 予測 3.5 21.5 0.1 25.1 5.8 0.2 3.3 12.1 8.5 4.5

アメリカ（6月／5月）
2009/10 17.9 60.4 3.3 81.5 24.5 0.6 4.1 31.0 23.9 26.6
2010/11 推定 26.6 60.1 2.6 89.3 24.5 0.6 3.5 30.8 35.1 23.4
2011/12 予測 23.4 55.0 3.0 81.4 25.0 0.6 6.5 34.2 27.9 19.3
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期初
在庫

生産
輸入
b）

供給計
消 費 輸出

b）
期末
在庫食用 工業用 飼料用 計 a）

主要輸出国計
2009/10 68.1 355.3 8.7 432.0 112.2 12.4 87.3 235.1 120.8 76.1
2010/11 推定 76.1 329.5 7.4 413.0 111.9 12.2 80.4 227.2 116.6 69.3
2011/12 予測 69.3 349.0 10.7 429.0 112.9 14.2 89.8 242.2 119.4 67.5

中　国（7月／6月）
2009/10 43.5 115.1 1.4 160.1 89.0 3.0 8.0 106.5 0.4 53.2
2010/11 推定 53.2 115.2 1.0 169.3 88.5 3.1 13.0 112.6 0.5 56.3
2011/12 予測 56.3 116.0 1.0 173.3 87.5 3.1 16.0 114.5 0.5 58.4

インド（4月／3月）
2009/10 13.1 80.7 0.3 94.1 68.6 0.2 0.3 77.1 0.0 16.9
2010/11 推定 16.9 80.8 0.2 97.9 73.1 0.2 0.3 82.1 0.0 15.9
2011/12 予測 15.9 85.9 0.1 101.9 76.0 0.2 0.3 84.8 2.0 15.1

世界計 c） a） c）
2009/10 171.2 678.5 127.7 849.7 452.5 19.1 114.7 652.4 127.7 197.3
2010/11 推定 197.3 651.1 126.6 848.4 456.6 18.9 113.7 655.6 126.6 192.8
2011/12 予測 192.8 678.9 128.0 871.7 461.9 21.0 126.9 678.8 128.0 192.9

a）種子用および廃棄分を含む、b）製粉製品の推定輸出量を含む、ｃ） IGC7月／6月データ： 製粉製品の貿易を含ま
ない。
（2011年9月22日現在） (IGC)
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［表2］世界の小麦生産量 （百万トン）

地区・国名 08/09 09/10 10/11（推定 11/12（予測）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

EU‒27

ブルガリア 4.6 4.0 4.0 4.4

 チェコ 4.7 4.4 4.2 4.9

 デンマーク 5.0 5.9 5.3 5.2

 フランス 39.0 38.3 38.1 35.7

 ドイツ 26.0 25.2 24.0 22.5

 ハンガリー 5.6 4.4 3.8 4.0

 ギリシャ 1.9 1.8 1.6 1.2

 イタリア 8.9 6.3 6.9 6.8

 ポーランド 9.3 9.8 9.5 9.3

 ルーマニア 7.2 5.2 6.0 7.2

 スロバキア 1.8 1.5 1.2 1.5

 スペイン 6.8 4.8 5.7 6.4

 スウェーデン 2.2 2.3 2.2 2.5

 イギリス 17.3 14.1 14.9 15.1

 その他 10.3 10.3 9.5 10.3

    計 150.7 138.3 136.8 137.0

セルビア 2.1 2.1 1.7 2.0 

その他 2.8 2.5 2.2 2.6 

　計 155.5 143.0 140.7 141.5 

Ｃ
Ｉ
Ｓ

カザフスタン 13.0 16.5 10.0 15.0 

ロシア 63.8 61.7 41.5 58.0 

ウクライナ 25.9 20.9 16.8 21.5 

その他 14.7 14.5 13.9 14.8 

　計 117.3 113.6 82.3 109.3 

北
・
中
ア
メ
リ
カ

カナダ 28.6 26.8 23.2 24.0 

メキシコ 4.0 4.3 3.7 3.7 

アメリカ 68.0 60.4 60.1 55.0 

その他 T T T T

　計 100.6 91.5 87.0 82.7 

南
ア
メ
リ
カ

アルゼンチン 8.4 8.8 14.7 13.0 

ブラジル 6.0 5.0 5.9 5.1 

チリー 1.2 1.1 1.2 1.4 

ウルグアイ 0.7 1.7 1.2 1.1 

その他 0.9 1.3 1.6 1.3 

　計 17.3 17.9 24.6 21.9
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地区・国名 08/09 09/10 10/11（推定） 11/12（予測）

近
東
ア
ジ
ア

イラン 10.0 12.0 15.5 13.5 

サウジアラビア 1.8 0.9 1.3 1.0 

シリア 2.1 4.0 3.6 3.8 

トルコ 17.0 18.5 17.5 19.0 

その他 1.7 1.9 2.8 2.6 

　計 32.6 37.3 40.6 39.9 

極
東
ア
ジ
ア

太平洋
アジア

中　国 112.5 115.1 115.2 116.0 

その他 1.4 1.1 1.2 1.4 

　計 113.9 116.2 116.4 117.4 

南アジア

アフガニスタン 3.5 4.1 3.7 4.2 

インド 78.6 80.7 80.8 85.9 

パキスタン 21.0 24.0 23.9 24.0 

その他 2.3 2.2 2.4 2.1 

　計 105.3 111.1 110.8 116.2 

計 219.2 227.3 227.2 233.6 

ア
フ
リ
カ

北アフリカ

アルジェリア 1.3 3.6 3.1 3.0 

エジプト 8.0 8.5 7.5 8.3 

リビア 0.1 0.2 0.2 0.1 

モロッコ 3.7 6.4 4.9 6.1 

チュニジア 1.6 1.6 0.8 1.5 

　計 14.7 20.2 16.5 19.0 

サハラ以南

エチオピア 2.5 2.2 3.0 2.1 

南アフリカ 2.1 2.0 1.4 2.0 

その他 1.4 1.3 1.2 1.0 

　計 6.0 5.4 5.6 5.1 

計 20.7 25.7 22.1 24.1 
オ
セ
ア
ニ
ア

オーストラリア 21.4 21.8 26.3 25.5 

　計 21.8 22.2 26.6 25.8 

世　界　計 685.0 678.5 651.1 678.9

（2011年9月22日現在）Tは5万トン以下 （IGC）
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［表3］世界の小麦粉貿易量（デュラム・セモリナを除く） （小麦換算、千トン）

地域・国名 08/09 09/10 10/11（推定） 11/12（予測）

輸
　
　
入
　
　
国

ヨーロッパ
EU-27 35 43 40 40 

その他 67 25 40 40 

計 102 68 80 80 

CIS

ロシア 14 8 15 20 

タジキスタン 667 487 550 600

ウズベキスタン 1,222 1,499 1,300 1,400 

その他 544 246 505 410 

計 2,447 2,239 2,370 2,430 

北・中
アメリカ

カナダ 165 117 115 150 

キューバ 191 74 35 100 

メキシコ 46 67 105 80 

アメリカ 235 229 230 200 

その他 81 130 135 100 

計 718 618 620 630 

南アメリカ

ボリビア 369 350 295 300 

ブラジル 871 887 950 950 

その他 118 61 55 80 

計 1,358 1,298 1,300 1,330 

近東
アジア

イラク 1,031 1,184 1,000 1,100 

イエメン 154 76 80 100 

その他 467 354 320 300 

計 1,652 1,614 1,400 1,500 

極東
アジア

アフガニスタン 1,425 1,779 1,300 1,400 

香港 348 358 360 380 

インドネシア 782 1,005 1,030 900 

北朝鮮 58 125 180 120 

韓　国 77 116 55 80 

モンゴル 158 142 70 100 

フィリピン 159 190 125 150 

タイ 138 155 240 180 

ベトナム 23 37 40 30 

その他 285 434 370 410 

計 3,453 4,341 3,770 3,750 

アフリカ
北
ア
フ
リ
カ

リビア 758 385 100 50 

その他 21 12 130 20 

計 780 397 230 70 
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輸
　
入
　
国

アフリカ

サ
ハ
ラ
以
南

アンゴラ 524 459 550 550 

チャド 73 103 55 75 

ガンビア 58 77 90 60 

ギニア 117 136 125 110 

ソマリア 115 151 105 100 

スーダン 108 100 30 75 

その他 411 448 555 470 

計 1,406 1,475 1,510 1,440 

計 2,186 1,872 1,740 1,510 

オセアニア 61 67 70 70 

不詳 354 568 440 500 

世  界  計 12,331 12,685 11,790 11,800 

輸
　
出
　
国

アルゼンチン 1,368 1,278 1,285 1,300 

オーストラリア 185 150 100 130 

カナダ 223 262 225 230 

EU 1,482 1,245 1,300 1,200 

カザフスタン 2,733 3,514 2,500 3,000 

ロシア 665 381 570 350 

ウクライナ 309 165 120 130 

アメリカ 388 545 405 450 

中国 214 388 420 400 

日本 245 269 270 270 

パキスタン 500 300 600 400 

トルコ 2,161 2,602 2,400 2,600 

アラブ首長国連邦 650 550 500 450 

その他 1,207 1,034 1,095 890 

（2011年8月25日現在） （IGC）
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［表4］アメリカの小麦粉価格 （ばら、f.o.b.car、ドル／トン）

市　場 種　類
2011

1/14 2/18 3/18 4/15 5/13 6/17 7/15 8/19 9/9

カ
ン
サ
ス
シ
テ
ィ

ベーカーズ・ショート・パテ
ント

440.9 499.3 460.8 481.7 486.1 466.3 437.6 451.9 426.6 

ベーカーズ・スタンダード・
パテント

438.7 497.1 458.6 479.5 483.9 464.1 435.4 449.7 424.4 

セカンド・クリアー 275.6 275.6 275.6 275.6 275.6 275.6 275.6 275.6 275.6 

サード・クリアー 127.9 127.9 127.9 127.9 127.9 127.9 127.9 127.9 127.9 

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス

スプリング・ショート・パテ
ント

511.5 578.7 560.0 582.0 577.6 606.3 558.9 513.7 467.4 

スプリング・スタンダード・
パテント

509.3 576.5 557.8 579.8 575.4 604.1 556.7 511.5 465.2 

ハイ・グルテン 575.4 642.6 623.9 645.9 641.5 670.2 622.8 577.6 531.3 

ホール・ホイート 509.3 576.5 557.8 579.8 575.4 604.1 556.7 511.5 465.2 

スペシャルティ・ホール・ホ
イート

519.2 584.2 565.5 587.5 583.1 611.8 564.4 519.2 471.8 

ファンシィ・スプリング・ク
リアー

506.0 573.2 554.5 576.5 572.1 600.7 553.4 508.2 461.9 

ファースト・スプリング・ク
リアー

503.7 571.0 552.2 574.3 569.9 598.5 551.1 506.0 459.7 

ライ （ホワイト） 457.5 459.7 453.0 463.0 468.5 479.5 470.7 479.5 461.9 

シ
カ
ゴ

クラッカー 401.2 437.6 372.6 382.5 369.3 363.8 359.3 374.8 351.6 

ファンシー・ケーキ 434.3 470.7 405.6 415.6 402.3 396.8 392.4 407.8 384.7 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ウインター／スプリング・ブ
レンド

493.8 552.2 513.7 534.6 539.0 519.2 490.5 504.9 479.5 

スプリング・スタンダード・
パテント

562.2 632.7 608.5 620.6 636.0 660.3 615.1 574.3 530.2 

ハイ・グルテン 628.3 698.9 674.6 686.7 702.2 726.4 681.2 640.4 596.3 

ファンシー・ケーキ 478.4 514.8 449.7 459.7 446.4 440.9 436.5 451.9 428.8 

ライ （ホワイト） 512.6 514.8 508.2 518.1 523.6 534.6 525.8 534.6 517.0 

ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス

ベーカーズ・スタンダード・
パテント

479.5 529.1 496.0 519.2 551.1 543.4 509.3 530.2 552.2 

ペストリー 474.0 507.1 485.0 524.7 543.4 521.4 503.7 532.4 528.0 

（MBN、FBN）
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［表5］アメリカ小麦の生産者平均手取り価格 （ドル／ブッシェル）

月別 2011 2010 2009 2008 2007

    1月 6.69 4.90 6.20 7.96 4.53 

    2月 7.42 4.73 5.79 10.10 4.71 

    3月 7.55 4.70 5.71 10.50 4.75 

    4月 8.01 4.41 5.75 10.10 4.89 

    5月 8.16 4.34 5.85 8.87 4.88 

    6月 7.41 4.16 5.72 7.62 5.03 

    7月 7.10 4.49 5.17 7.16 5.17 

    8月 7.56 5.44 4.85 7.64 5.64 

    9月 5.79 4.48 7.43 6.76 

   10月 5.88 4.47 6.67 7.65 

   11月 6.10 4.79 6.28 7.39 

   12月 6.44 4.87 5.91 7.71

（USDA）

［表6］ドイツの穀物挽砕量 （千トン）

2003/04 2004/05 2005/06 2006/07 2007/08 2008/09 2009/10

普通小麦 6,525 6,538 6,832 6,667 6,828 6,749 7,020.7 

デュラム小麦 328 340 378 380 439 383 396.9 

ライ麦 909 895 902 894 922 900 841.6 

計 7,762 7,773 8,112 7,941 8,189 8,031 8,259.2

（BLE）

［表7］ドイツの製粉工場の粉採取率 （千トン）

2003/04 2004/05 2005/06 2006/07 2007/08 2008/09 2009/10

普通小麦 72.9 79.8 79.3 79.5 79.6 80.0 79.6 

デュラム小麦 71.0 72.3 71.2 72.2 72.7 73.0 72.9 

ライ麦 88.5 89.7 87.3 88.1 87.6 88.7 89.5

（BLE）
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［表8］フランスの小麦粉食用消費量

年
総食用消費量
（トン）

１人当たり平均
食用消費量
（kg）

年
総食用消費量
（トン）

１人当たり平均
食用消費量
（kg）

1959 3,980,000 86.1 1986 3,573,051 64.8 

1960 3,770,000 84.5 1987 3,518,422 63.1 

1961 3,866,000 83.7 1988 3,629,202 64.8 

1962 3,841,000 80.6 1989 3,523,041 62.2 

1963 3,867,000 79.8 1990 3,579,729 62.9 

1964 3,831,000 78.4 1991 3,674,171 64.2 

1965 3,811,000 77.9 1992 3,658,228 63.6 

1966 3,716,454 75.7 1993 3,616,013 62.6 

1967 3,679,591 74.1 1994 3,665,323 63.2 

1968 3,500,212 71.9 1995 3,689,687 63.3 

1969 3,439,074 68.6 1996 3,719,330 63.8 

1970 3,395,714 67.2 1997 3,781,914 64.6 

1971 3,353,363 65.7 1998 3,804,825 64.8 

1972 3,345,891 65.0 1999 3,812,731 65.2 

1973 3,350,910 64.5 2000 3,810,103 64.9 

1974 3,351,086 64.0 2001 3,839,165 65.0 

1975 3,390,490 64.4 2002 3,782,789 63.7 

1976 3,373,310 63.7 2003 3,737,313 62.7 

1977 3,383,446 63.7 2004 3,764,472 62.5 

1978 3,492,821 65.6 2005 3,862,071 63.3 

1979 3,496,604 65.5 2006 3,927,097 62.2 

1980 3,492,218 65.0 2007 3,985,062 62.7 

1981 3,475,589 64.0 2008 3,956,230 61.9 

1982 3,461,816 63.7 2009 3,974,311 61.8

1983 3,434,823 62.9 

1984 3,503,087 63.9 （ANMF/FranceAgriMer）
1985 3,555,075 64.3 
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［表9］ヨーロッパの製粉工場数と普通小麦挽砕量（2009年）

国　名 製粉工場数
普通小麦挽砕量
（トン）

国内産小麦使用比率
（％）

ドイツ 302 6,748,700 95

オーストリア 138 632,000 80

ベルギー （2008） 38 1,700,000 35

デンマーク 5 350,000 50

スペイン 148 3,600,000 40

エストニア （2008） 1 70,000 75

フィンランド 7 274,800 80

フランス 454 5,685,569 99

イギリス・アイルランド 57 4,948,837 81

ハンガリー 62 1,300,000 100

イタリア 259 5,140,000 35

オランダ （2008） 14 1,387,125 40

ポーランド 490 4,200,000 75

ポルトガル （2008） 21 850,000 5

チェコ （2008） 48 1,080,000 92

ルーマニア （2008） 1600 1,900,000 85

スロベニア 8 135,000 45

スイス （2008） 66 470,000 85

（ヨーロッパ製粉協会加盟国）

 （ANMF/European Flour Millers）
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お
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36
8

87
.7

42
8

10
4.
1

42
5

10
3.
8

27
7

97
.6

5
53
4

10
5.
4

48
9

10
0.
6

41
3

93
.9

38
5

10
1.
2

37
2

99
.5

29
0

99
.9

6
46
6

10
5.
9

49
3

10
2.
2

38
6

97
.1

38
8

10
4.
5

38
8

10
2.
0

28
9

10
3.
1

7
52
4

97
.7

49
0

10
0.
5

41
9

94
.1

38
2

10
0.
8

38
5

10
0.
3

28
6

10
3.
8

期
　
計

2,
02
9

10
5.
9

2,
01
6

10
1.
3

1,
58
2

10
2.
7

1,
57
0

10
1.
5

8
51
4

11
4.
1

47
3

10
1.
8

46
0

10
6.
7

36
6

10
0.
4

36
2

10
0.
0

29
0

10
4.
3

9
1,
27
8

27
6.
8

49
2

10
1.
2

1,
24
7

30
6.
3

38
2

10
0.
9

38
6

99
.7

28
6

10
6.
1

10
23
5

44
.7

50
1

96
.5

98
0

23
7.
4

39
4

97
.2

38
2

96
.4

29
8

10
6.
9

11
50
9

99
.9

51
7

10
4.
7

97
3

22
6.
8

40
4

10
4.
0

40
7

10
4.
9

29
6

10
5.
7

期
　
計

2,
53
6

13
0.
2

1.
98
3

10
1.
0

1,
54
7

10
0.
6

1,
53
7

10
0.
2

12
47
9

88
.9

54
9

10
2.
6

90
2

20
8.
7

42
8

10
2.
7

43
5

10
2.
8

28
9

10
5.
6

23
.1

42
6

95
.6

46
1

10
0.
0

86
7

20
8.
0

36
1

99
.7

34
6

10
2.
3

30
4

10
2.
2

2
56
4

12
7.
0

47
9

10
6.
4

95
2

23
1.
8

37
3

10
6.
1

36
8

10
3.
1

30
9

10
5.
9

3
52
4

10
2.
7

55
2

10
7.
0

92
4

22
8.
1

43
4

10
7.
6

43
5

10
3.
1

30
8

11
2.
6

期
　
計

1,
99
3

10
2.
8

2,
04
2

10
4.
0

1,
61
2

10
5.
1

1,
59
9

10
3.
8

23
.4

53
3

10
5.
5

56
4

10
3.
9

89
3

24
2.
8

44
1

10
3.
1

43
4

10
2.
2

31
5

11
4.
0

5
47
0

88
.0

51
2

10
4.
7

85
5

20
7.
3

39
4

10
2.
5

39
0

10
4.
9

32
0

11
0.
4

6
52
3

11
2.
3

52
6

10
6.
8

85
2

22
0.
9

40
7

10
5.
1

41
6

10
7.
1

31
1

10
7.
6

7
57
3

10
9.
4

46
1

94
.1

96
4

22
9.
9

35
4

92
.8

35
0

90
.8

31
6

11
0.
5

期
　
計

2,
10
0

10
3.
5

2,
06
0

10
2.
2

1,
59
7

10
1.
0

1,
59
0

10
1.
3

8
72
0

14
0.
0

45
5

96
.2

1,
22
9

26
7.
0

35
1

95
.8

36
5

10
1.
0

30
2

10
3.
8

9 10 11
期
　
計 12

24
.1 2 3

期
　
計

年
度
計

（
注
）�　
１
．�玄
麦
の
買
入
・
加
工
数
量
に
は
S
B
S
で
の
買
受
分（
19
年
度
か
ら
）、
大
臣
証
明
制
度
に
よ
る
輸
出
見
返
り
分
、
納
付
金
輸
入
分
、
民
間
流
通
麦
及
び
そ
の
他
国
内
産
麦
を
含
み
、
小
麦
粉
の
生
産
・
販
売
量
は
、
輸
出
分
を
除
い
た
数
量

で
あ
る
。

２
．「
製
粉
・
精
麦
・
麦
茶
工
場
需
給
実
績
報
告
」（
総
合
食
料
局
食
糧
貿
易
課
）に
よ
る
。

３
．四
捨
五
入
の
関
係
で
内
訳
と
計
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

４
．2
3年
8月
分
は
速
報
の
た
め
、
遡
っ
て
訂
正
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
単
位
：
千
ト
ン
、
前
年
比
％
）
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小
麦

加
工

食
品

の
輸

入
の

推
移

■資料  ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

区 分
年 月

レ
ー
ト

小
麦
粉
、小
麦（
ひ
き
割
、ミ
ー
ル
、ペ
レ
ッ
ト
）

小
麦
グ
ル
テ
ン

小
麦
粉
調
製
品

ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス

マ
カ
ロ
ニ
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

数
　
量

前
　
年

増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
　
年

増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
　
年

増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
　
年

増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
　
年

増
減
率

金
　
額

平
成
15
年

11
6

1,
13
8

−
5.
1

90
,4
24

13
,3
62

7.
6

2,
23
2,
32
8
13
2,
60
3

1.
3
13
,7
01
,7
71

8,
91
6
−
19
.4

72
7,
69
0
10
7,
75
5

6.
3
12
,1
20
,1
44

　
　
16
　

10
8

1,
42
5

25
.2

12
2,
26
3

14
,3
25

7.
2

2,
36
1,
64
8
13
6,
25
6

2.
8
14
,0
61
,0
30

8,
35
4

−
6.
3

67
7,
82
5
11
1,
52
7

3.
5
12
,6
57
,9
10

　
　
17
　

11
0

1,
91
9

34
.7

16
6,
34
0

16
,0
66

12
.2

2,
70
9,
75
1
13
9,
80
2

2.
6
15
,4
75
,6
98

9,
52
0

14
.0

82
4,
08
3
10
9,
60
3

−
1.
7
12
,5
66
,3
31

　
　
18
　

11
6

1,
88
3

−
1.
9

16
9,
52
2

14
,7
29

−
8.
3

2,
54
3,
18
1
13
8,
51
0

−
0.
9
16
,4
60
,9
30

5,
88
8
−
38
.1

56
3,
06
6
10
9,
79
1

0.
2
13
,1
21
,7
24

　
　
19
　

11
8

2,
05
3

9.
0

20
7,
11
3

16
,5
11

12
.1

3,
27
5,
37
2
11
7,
02
1
−
15
.5
16
,4
65
,3
90

6,
39
8

8.
6

72
1,
60
9
10
4,
41
1

−
4.
9
13
,9
35
,6
05

　
　
20
　

10
4

1,
87
9

−
8.
5

24
3,
24
3

16
,8
76

2.
2

3,
78
9,
46
9
10
0,
16
1
−
14
.4
16
,0
01
,4
23

4,
91
1
−
23
.2

70
2,
38
7
12
7,
25
4

21
.9
22
,3
55
,3
55

　
　
21
　

93
.5

1,
99
1

6.
0

21
4,
24
4

15
,5
43

−
7.
9

2,
99
3,
55
5
10
2,
46
4

2.
3
13
,8
12
,3
63

5,
07
5

3.
3

59
6,
24
8
11
6,
41
6

−
8.
5
16
,0
00
,4
37

　
22

88
1,
88
9

−
5.
1

18
8,
39
1

16
,4
07

5.
6

3,
09
4,
53
9
10
6,
54
7

4.
0
14
,2
82
,4
73

5,
23
9

3.
2

56
5,
12
9
12
0,
65
4

3.
6
13
,6
61
,9
74

23
年
1月

83
17
9

2.
3

17
,5
70

1,
63
4

36
.6

29
5,
10
0

9,
51
0

9.
8

1,
22
3,
71
7

40
8
−
23
.1

39
,3
11

10
,3
31

5.
2

1,
08
7,
39
2

2　
82

17
8

43
9.
3

17
,7
96

1,
33
1

36
.5

25
,4
42

6,
91
6

17
.9

98
3,
39
4

42
1
−
19
.5

41
,7
10

8,
09
2

−
3.
2

83
2,
21
7

3　
82

18
6

35
.8

21
,0
27

1,
69
6

28
.9

31
5,
29
3

8,
73
2

−
0.
1

1,
15
0,
67
4

39
0

16
.7

41
,1
03

9,
50
4

12
.4

92
5,
57
3

4　
83

17
8

19
.5

19
,0
82

1,
36
4

−
5.
8

25
5,
40
6

10
,4
60

2.
7

1,
34
5,
59
5

53
8

7.
2

69
,3
81

9,
64
0

−
5.
6

1,
04
5,
95
2

5　
82

24
4

47
.0

23
,9
61

1,
99
4

47
.7

37
7,
34
2

9,
49
2

14
.5

1,
24
6,
09
9

51
9

38
.4

59
,4
41

16
,7
72

47
.6

1,
79
5,
50
0

6　
81

13
6

22
.5

14
,0
60

1,
48
5

1.
3

27
4,
53
6

9,
92
9

11
.9

1,
18
9,
20
9

37
8
−
32
.7

44
,4
16

15
,0
09

23
.9

1,
58
3,
07
9

7　
80

13
0
−
56
.3

15
,6
42

1,
78
9

4.
8

34
1,
31
8

8,
53
4

1.
4

1,
13
5,
82
4

30
0
−
36
.3

33
,0
54

12
,2
67

−
3.
0

1,
39
9,
34
4

8　
78

22
2

85
.0

20
,0
66

1,
51
6

38
.1

27
6,
42
0

7,
55
5
−
15
.1

1,
14
4,
84
1

42
9

54
.7

50
,8
72

13
,5
94

21
.1

1,
47
9,
75
8

9　 10
　

11
　

12
　

23
年
1月
〜
12
月
累
計

1,
45
3

20
.8

14
9,
20
4

12
,8
08

21
.4

2,
40
9,
85
7

71
,1
32

0.
9

9,
42
1,
58
7

3,
38
2

−
8.
8

37
9,
28
8

95
,9
55

14
.0
10
,3
39
,6
58

米
国

4.
5
−
28
.6

4,
96
9

82
8

17
2.
8

19
8,
34
2

4,
90
7
−
12
.2

89
8,
10
1

2,
18
2
−
18
.0

25
8,
43
4

15
,2
91

7.
5

1,
75
5,
76
6

英
国

49
4

36
.9

56
,4
60

中
国

72
10
0.
7

12
,1
86

6,
52
7

−
6.
5

1,
25
2,
83
8

仏
国

55
2

36
.0

64
,1
79

1,
45
5

11
7.
6

22
8,
93
9

2,
08
0
−
11
.3

77
4,
98
7

7
2,
48
4

5
43
.4

2,
51
5

香
港

10
−
16
.5

2,
47
7

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

84
6
−
46
.7

60
,0
38

ト
ル

コ
11
,7
31

23
.7

81
9,
91
4

ス
リ
ラ
ン
カ

韓
国

1,
23
3

−
9.
4

18
8,
89
0

33
,3
95

5.
3

2,
51
8,
52
6

1,
12
5

12
.6

10
0,
81
2

タ
イ

10
8
−
27
.7

59
,7
10

30
7,
72
3

独
国

12
33
.0

1,
98
5

1,
05
1

60
.8

14
7,
65
5

64
8

−
3.
1

23
0,
39
0

22
−
32
.2

5,
63
2

カ
ナ

ダ
1,
24
1

−
5.
0

26
7,
50
7

3,
58
6

36
.4

35
9,
65
4

デ
ン
マ
ー
ク

31
12
9.
9

12
,7
95

ブ
ラ

ジ
ル

20
13
2.
8

3,
69
6

37
−
19
.4

4,
82
4

ス
イ

ス
14
6

1.
3

61
,9
23

オ
ラ

ン
ダ

40
12
2.
2

6,
43
3

18
8

14
.6

57
,2
50

2
−
50
.0

40
3

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

10
,7
04

10
.1

1,
44
3,
32
2

0
22
4

6
16
1.
7

1,
20
4

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

6
−
50
.0

95
9

6,
65
5

14
.6

1,
31
8,
33
2

3,
67
3
−
24
.3

53
0,
89
4

10
−
56
.9

4,
52
7

4
−
63
.7

1,
64
0

台
湾

99
8
−
21
.4

26
7,
48
3

5
46
7

ベ
ト

ナ
ム

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

1,
66
2

0.
5

51
1,
81
8

マ
レ
ー
シ
ア

81
5

5.
2

23
6,
68
7

フ
ィ
リ
ピ
ン

ベ
ル

ギ
ー

18
3

18
.9

55
,6
07

2
−
84
.3

45
8

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

17
4
−
17
.3

33
,0
88

ス
ペ

イ
ン

86
15
,0
97

伊
国

77
4

22
.7

69
,3
35

5
−
13
.6

3,
24
7

61
,9
67

13
.9

7,
22
8,
37
5

そ
の

他
64

−
22
.0

7,
77
7

60
−
15
.8

8,
48
5

49
3.
6

14
,7
60

6,
88
3

16
.0

51
7,
31
1

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

（
単
位
：
ト
ン
、
金
額
：
千
円
）
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■資料  ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

区 分
年 月

レ
ー
ト

う
ど
ん
お
よ
び
そ
う
め
ん

そ
の
他
の
め
ん
類

食
パ
ン
、
乾
パ
ン
類

ビ
ス
ケ
ッ
ト

ふ
　
す
　
ま

数
　
量

前
　
年

増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
　
年

増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
　
年

増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
　
年

増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
　
年

増
減
率

金
　
額

平
成
15
年

11
6

2,
22
2
−
16
.2

54
6,
57
7

15
,8
76

4.
9

4,
67
5,
02
8

7,
94
4

14
.7

2,
15
4,
40
0

20
,6
57

39
.9

7,
17
0,
06
5

70
,2
19

−
34
.4

1,
02
8,
19
1

　
　
16
　

10
8

1,
52
1
−
31
.6

39
4,
30
2

20
,1
73

27
.1

6,
13
4,
47
0

9,
05
2

14
.0

2,
37
4,
57
2

25
,1
82

21
.9

8,
12
7,
77
6

82
,5
38

17
.5

1,
19
0,
25
0

　
　
17
　

11
0

1,
82
4

19
.9

43
8,
19
0

21
,9
13

8.
6

7,
00
0,
18
2

9,
50
0

5.
0

2,
55
2,
98
1

23
,9
37

−
4.
9

7,
99
6,
47
4
10
0,
49
3

21
.8

1,
54
4,
01
2

　
　
18
　

11
6

1,
68
1

−
7.
8

43
3,
96
6

22
,9
84

4.
9

7,
35
5,
19
6

10
,0
58

5.
9

3,
04
6,
14
3

24
,4
80

2.
3

8,
44
5,
27
2

89
,0
37

−
11
.4

1,
46
2,
15
3

　
　
19
　

11
8

1,
77
5

5.
6

42
5,
81
4

22
,9
60

−
0.
1

7,
58
2,
28
6

8,
06
5
−
19
.8

2,
71
5,
39
2

23
,1
05

−
5.
6

9,
03
8,
27
2

95
,2
69

7.
0

2,
03
3,
96
3

　
　
20
　

10
4

88
3
−
50
.3

28
1,
94
6

23
,1
19

0.
7

7,
59
4,
58
5

5,
56
2
−
31
.0

1,
97
7,
81
7

17
,9
98

−
22
.1

8,
02
3,
83
2
11
7,
78
1

23
.6

3,
10
0,
76
4

　
　
21
　

93
.5

68
8
−
22
.0

15
5,
52
4

24
,3
40

5.
3

6,
81
5,
39
6

5,
61
9

1.
0

1,
74
1,
20
1

16
,5
06

−
8.
3

6,
70
6,
09
4
11
0,
35
0

−
6.
3

1,
98
6,
58
6

　
22

88
48
4
−
29
.6

13
1,
50
3

23
,9
50

−
1.
6

5,
80
2,
78
0

8,
31
4

48
.0

2,
71
7,
99
8

19
,3
60

17
.3

7,
14
1,
79
6

94
,5
62

−
14
.3

1,
76
4,
46
2

23
年
1月

83
2
−
94
.6

57
5

2,
13
4

3.
5

50
0,
93
5

59
0

27
.0

17
0,
26
2

1,
61
7

23
.7

59
2,
82
5

1,
67
4

77
.4

34
,3
83

2　
82

17
40
.7

5,
44
8

1,
75
8

14
.1

42
5,
25
4

51
5

11
.6

13
6,
75
8

1,
28
5

1.
8

42
8,
11
6

11
,7
65

84
.8

21
7,
77
5

3　
82

35
11
8.
9

10
,3
59

2,
07
4

16
.0

52
4,
93
4

59
9

−
4.
0

17
0,
96
7

1,
86
4

23
.5

68
1,
91
3

7,
59
7

22
0.
5

15
0,
91
7

4　
83

41
−
55
.3

12
,1
35

2,
38
5

8.
8

59
5,
50
6

75
7

19
.7

21
9,
69
7

2,
12
8

19
.2

73
7,
76
6

5,
44
4
−
62
.0

11
0,
47
1

5　
82

45
−
34
.4

18
,9
30

2,
34
3

16
.7

59
3,
50
0

59
1

32
.5

14
1,
06
6

2,
14
6

4.
1

69
9,
85
5

26
,7
66

17
5.
0

52
6,
64
1

6　
81

61
−
3.
1

11
,7
82

2,
29
8

2.
4

57
1,
27
0

62
4

15
.3

15
5,
60
0

2,
25
3

16
.3

74
0,
86
9

9,
10
0

24
8.
9

18
6,
56
0

7　
80

62
−
23
.5

13
,6
08

2,
29
7

−
6.
5

58
0,
25
0

71
9

32
.7

21
3,
68
8

1,
81
1

12
.8

62
0,
38
2

23
4
−
97
.6

6,
06
8

8　
78

20
−
46
.4

5,
11
4

2,
44
3

6.
6

59
0,
55
8

72
6

30
.7

19
7,
14
0

1,
56
0

−
3.
7

59
6,
80
8

7,
84
4
−
10
.0

14
7,
91
7

9　 10
　

11
　

12
　

23
年
1月
〜
12
月
累
計

28
2
−
28
.6

77
,9
51

17
,7
33

6.
9

4,
38
2,
20
7

5,
12
4

20
.1

1,
40
9,
21
2

14
,6
58

17
.1

5,
08
8,
89
4

70
,4
24

14
.8

1,
38
0,
73
2

米
国

79
2

20
.0

12
5,
53
5

1,
29
3
−
15
.0

54
5,
33
3

38
0

2,
57
5

英
国

4
−
76
.3

1,
93
3

45
6

25
.8

32
6,
40
1

13
9

33
.7

15
,6
02

中
国

91
−
42
.8

14
,6
42

11
,2
80

8.
0

2,
93
2,
35
0

87
9

11
5.
8

21
5,
84
6

1,
95
5

18
.9

43
7,
14
1

2,
35
1
7,
24
6.
9

50
,5
76

仏
国

15
50
.5

7,
29
3

70
6

−
7.
5

36
7,
67
4

83
8

14
9.
1

55
5,
41
0

香
港

2
−
12
.2

97
6

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

11
5

85
.9

40
,9
12

39
,6
31

−
15
.6

77
8,
77
7

ト
ル

コ
4

64
6

6
85
7

ス
リ
ラ
ン
カ

0
41
2

24
,0
63

12
8.
8

44
8,
36
2

韓
国

1,
73
2

17
.2

45
0,
83
4

1,
07
0

34
.7

53
3,
67
3

タ
イ

1,
12
7

12
.6

38
8,
68
4

84
1

77
.0

14
5,
55
5

80
2

26
.7

16
0,
79
9

独
国

31
0
−
25
.2

81
,7
76

74
32
.5

36
,9
59

カ
ナ

ダ
3

43
.3

1,
44
2

33
7

36
7.
7

75
,7
46

36
8

12
.6

12
6,
96
6

デ
ン
マ
ー
ク

59
8
−
26
.8

14
6,
17
5

25
7
−
15
.5

12
2,
31
3

ブ
ラ

ジ
ル

19
−
18
.1

4,
65
9

31
0

32
.4

56
,9
79

ス
イ

ス
33

−
3.
3

11
,1
45

58
−
18
.9

88
,4
67

オ
ラ

ン
ダ

1
−
54
.5

98
6

12
1

−
0.
1

57
,0
38

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

34
5.
1

7,
26
2

43
3

−
8.
6

22
6,
69
0

4,
20
2

13
.7

84
,8
40

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

19
1
−
18
.3

63
,3
09

28
7.
2

37
,2
14

65
53
.7

49
,9
73

台
湾

22
2

−
8.
0

51
,4
24

66
21
.6

20
,0
20

90
26
3.
0

30
,4
22

ベ
ト

ナ
ム

55
7

−
0.
2

99
,9
32

31
8,
56
2

1,
86
0

50
.6

36
6,
12
1

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

1
−
70
.4

2,
02
2

マ
レ
ー
シ
ア

79
−
23
.6

31
,5
15

1,
77
1

18
.9

49
6,
04
1

フ
ィ
リ
ピ
ン

2
−
3.
4

2,
28
9

97
6

44
.2

18
5,
38
7

ベ
ル

ギ
ー

53
0
−
17
.4

24
1,
04
2

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

ス
ペ

イ
ン

52
2.
8

20
,7
25

73
−
66
.7

30
,2
21

伊
国

2,
73
5

−
1.
8

43
5,
03
8

11
4

2.
0

45
,9
85

34
1

−
1.
3

12
9,
33
5

そ
の

他
18

13
6.
6

5,
94
7

22
7

12
.7

65
,5
91

79
0

12
.1

24
1,
00
4

（
注
）
財
務
省
貿
易
統
計
（
全
国
分
＞
品
別
国
別
表
＞
輸
入
＞
月
次
）
に
よ
る
。
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区 分
年 月

レ ー ト

小
麦

粉
、小

麦（
ひ

き
割

、ミ
ー

ル
、ペ

レ
ッ

ト
）

小
麦

粉
調

製
品（

ケ
ー

キ
ミ

ッ
ク

ス
を

含
む

）
マ

カ
ロ

ニ
お

よ
び

ス
パ

ゲ
ッ

テ
ィ

う
ど

ん
お

よ
び

そ
う

め
ん

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

平
成

15
年

11
6

31
8,

70
6

−
0.

4
9,

27
2,

19
2

1,
54

5
5.

9
44

1,
65

1
41

0
62

.0
64

,6
42

6,
58

2
−

9.
9

1,
74

8,
51

7
　

　
16

10
8

30
4,

46
5

−
4.

5
8,

33
2,

83
4

1,
79

1
16

.0
55

8,
95

9
32

8
−

20
.0

45
,1

88
7,

71
9

17
.3

2,
00

8,
63

7
　

　
17

11
0

28
9,

91
1

−
4.

8
8,

04
8,

04
9

2,
31

7
29

.4
74

4,
43

9
1,

05
4

22
1.

3
11

0,
26

0
7,

86
3

1.
9

2,
06

2,
50

2
　

　
18

11
6

29
0,

03
3

0.
0

7,
89

5,
26

1
2,

44
2

5.
4

79
7,

96
5

1,
19

6
13

.4
12

6,
17

4
10

,0
65

28
.0

2,
47

6,
42

8
　

　
19

11
8

25
5,

37
7

−
11

.9
7,

72
5,

61
1

3,
15

1
29

.1
1,

04
3,

14
4

1,
15

0
−

3.
8

14
0,

80
0

12
,5

61
24

.8
2,

98
8,

51
3

　
　

20
10

4
18

6,
88

2
−

26
.8

8,
33

8,
08

5
3,

37
7

7.
1

1,
24

2,
74

2
74

3
−

35
.4

15
0,

11
2

12
,5

17
−

0.
3

3,
22

7,
62

3
　

　
21

93
.5

18
5,

22
9

−
0.

9
5,

41
4,

48
2

3,
11

3
−

7.
8

1,
15

0,
48

4
82

2
10

.6
15

0,
82

5
11

,9
47

−
4.

6
3,

12
4,

77
2

　
　

22
88

19
6,

18
3

5.
9

5,
86

0,
02

2
3,

57
4

14
.8

1,
25

6,
70

0
77

0
−

6.
3

13
9,

83
5

12
,4

92
4.

6
3,

21
4,

54
5

23
年

1月
83

10
,8

77
−

25
.9

34
4,

88
2

15
5

−
46

.5
58

,7
06

48
−

29
.4

5,
59

4
97

0
−

3.
8

22
9,

67
5    

2
82

20
,0

51
23

.2
58

7,
77

0
18

8
−

37
.1

63
,1

41
60

37
.1

9,
86

0
92

7
6.

3
24

7,
58

6
3

82
17

,5
37

−
11

.2
50

1,
68

3
21

0
−

9.
7

92
,4

96
62

38
.4

9,
85

9
99

5
−

5.
7

26
5,

13
7

4
83

11
,0

60
−

32
.9

40
2,

64
8

17
5

−
55

.2
57

,0
71

36
−

47
.1

7,
45

2
88

7
−

28
.4

22
3,

84
9

5
82

13
,8

16
−

11
.5

43
1,

41
6

12
6

−
55

.0
54

,8
51

49
−

8.
6

9,
35

8
91

0
−

5.
0

23
4,

45
3

6
81

20
,4

46
21

.5
59

5,
87

7
21

1
1.

5
80

,3
12

28
−

46
.5

5,
48

3
85

6
7.

0
21

8,
08

7
7

80
15

,3
11

2.
4

48
4,

67
8

15
1

−
44

.8
59

,8
24

33
−

46
.9

6,
86

7
1,

00
3

−
1.

8
26

3,
81

8
8

78
16

,7
69

5.
8

49
1,

11
0

18
1

−
25

.2
72

,2
91

74
10

.8
10

,0
41

90
4

−
9.

3
22

5,
11

3
9 10 11 12

23
年

1〜
12

月
計

12
5,

86
7

−
3.

5
3,

83
9,

56
4

1,
39

8
−

36
.9

53
8,

69
2

39
1

−
15

.0
64

,5
14

7,
45

1
−

6.
3

1,
90

7,
71

8

区 分
年 月

レ ー ト

ビ
ス

ケ
ッ

ト（
ス

イ
ー

ト
）

そ
の

他
の

ベ
ー

カ
リ

ー
製

品
等

イ
ン

ス
タ

ン
ト

ラ
ー

メ
ン

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

平
成

15
年

11
6

1,
05

2
10

.3
86

8,
67

4
8,

22
0

0.
9

6,
43

5,
11

5
8,

74
3

−
3.

4
2,

96
7,

36
0

　
　

16
10

8
76

9
−

26
.9

72
0,

62
8

9,
32

8
13

.5
7,

10
4,

28
5

8,
28

8
−

5.
2

2,
84

7,
15

8
　

　
17

11
0

71
9

−
6.

6
76

2,
77

9
12

,2
74

31
.6

8,
72

2,
21

5
8,

44
5

1.
9

3,
21

4,
04

8
　

　
18

11
6

76
2

6.
1

80
4,

13
1

13
,1

20
6.

9
9,

75
5,

78
3

9,
09

1
7.

7
3,

58
6,

18
7

　
　

19
11

8
1,

09
8

44
.2

1,
13

3,
75

8
14

,6
88

12
.0

11
,5

36
,6

37
9,

20
0

1.
2

3,
64

5,
44

7
　

　
20

10
4

1,
19

8
9.

1
1,

27
0,

76
2

14
,6

72
−

0.
1

12
,1

15
,1

07
8,

12
0

−
11

.7
3,

50
7,

61
6

　
　

21
93

.5
88

6
−

26
.1

99
3,

50
6

11
,9

72
−

18
.4

10
,2

58
,8

66
6,

18
1

−
23

.9
2,

91
9,

64
9

　
　

22
88

97
4

10
.0

1,
06

7,
43

6
13

,3
43

11
.5

11
,7

70
,9

35
5,

98
1

−
3.

2
2,

82
5,

81
2

23
年

1月
83

74
−

29
.7

71
,1

86
86

0
−

28
.7

10
0,

07
6

41
1

−
8.

8
18

5,
74

3
2

82
57

−
15

.9
63

,9
05

1,
03

0
10

.6
84

0,
46

2
43

1
−

9.
3

18
3,

22
6

3
82

70
−

6.
7

68
,8

76
1,

02
5

9.
7

89
2,

08
7

43
4

−
14

.8
18

5,
92

4
4

83
57

−
4.

9
66

,2
92

83
2

−
18

.0
67

4,
19

5
28

5
−

53
.5

10
2,

68
2

5
82

30
−

52
.6

32
,3

67
63

9
−

41
.1

56
9,

50
2

37
6

−
21

.4
15

5,
59

7
6

81
44

−
16

.0
45

,5
50

1,
00

3
−

8.
5

79
8,

76
5

43
5

−
14

.5
19

2,
83

1
7

80
46

−
11

.5
52

,6
70

97
6

2.
6

86
3,

29
7

53
6

14
.2

21
0,

58
3

8
78

45
−

31
.2

55
,3

55
86

0
−

17
.6

75
8,

27
8

31
9

−
30

.5
14

3,
89

4
9 10 11 12

23
年

1〜
12

月
計

42
3

−
21

.8
45

6,
20

1
7,

22
5

−
12

.5
5,

49
6,

66
2

3,
22

8
−

18
.6

1,
36

0,
48

0
（

注
）

①
財

務
省

貿
易

統
計

（
全

国
分

＞
品

別
国

別
表

＞
輸

出
＞

月
次

）
に

よ
る

。
　

　
②

そ
の

他
の

ベ
ー

カ
リ

ー
製

品
等

は
、

ス
イ

ー
ト

ビ
ス

ケ
ッ

ト
お

よ
び

米
菓

を
除

く
焼

菓
子

類
並

び
に

ラ
イ

ス
ペ

ー
パ

ー
等

を
い

う
。

小
麦

加
工

食
品

の
輸

出
の

推
移

■資料  ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
（

単
位

：
ト

ン
、

金
額

：
千

円
）
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国
際

価
格

の
推

移
■資料  ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

品
　
　
　
　
名

月
年

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

小
麦

20
03

（
3.
13
）

11
5

（
3.
34
）

12
3

（
3.
00
）

11
0

（
2.
86
）

10
5

（
3.
22
）

11
8

（
3.
16
）

11
6

（
3.
15
）

11
6

（
3.
79
）

13
9

（
3.
56
）

13
1

（
3.
35
）

12
3

（
4.
06
）

14
9

（
3.
87
）

14
2

（
シ
カ
ゴ
・
S
R
W
小
麦
N
o.
2，

期
近
も
の
）

20
04

（
3.
86
）

14
2

（
3.
75
）

13
8

（
3.
73
）

13
7

（
3.
83
）

14
1

（
3.
54
）

13
0

（
3.
51
）

12
9

（
3.
33
）

12
2

（
3.
03
）

11
1

（
3.
37
）

12
4

（
3.
19
）

11
7

（
3.
06
）

11
2

（
3.
03
）

11
1

20
05

（
2.
98
）

10
9

（
3.
00
）

11
0

（
3.
68
）

13
5

（
3.
09
）

11
4

（
3.
06
）

11
3

（
3.
23
）

11
9

（
3.
49
）

12
8

（
3.
16
）

11
6

（
3.
23
）

11
9

（
3.
39
）

12
5

（
3.
07
）

11
3

（
3.
19
）

11
7

20
06

（
3.
29
）

12
1

（
3.
52
）

12
9

（
3.
62
）

13
3

（
3.
50
）

12
9

（
4.
00
）

14
7

（
3.
62
）

13
3

（
3.
66
）

13
4

（
3.
77
）

13
8

（
3.
93
）

14
4

（
5.
43
）

19
9

（
4.
82
）

17
7

（
4.
94
）

18
2

20
07
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。
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当
た
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農林水産省大臣官房統計部
平成23年10月4日公表

平成23年産　小麦の作付面積及び収穫量（都府県）（抜粋）
—小麦の収穫量は、前年産に比べて10％増加—

【調査結果の概要】
小麦の作付面積及び収穫量
1　作付面積
　小麦は9万2,300haで、前年産に比べて1,700ha（2％）増加した。

2　収穫量
　小麦は24万5,000tで、前年産に比べて2万3,100t（10％）増加した。

【調査結果】
小麦の作付面積及び収穫量

（1） 作付面積（子実用）
　小麦の作付面積は9万2,300haで、前年産に比
べて1,700ha（2％）増加した。
　これは、東海、九州地域等において農業者戸
別所得補償制度の本格実施により作付けが増加
したためである。

（2） 10a当たり収量
　10a当たり収量は265kgで、 春先の低温や 
5月中下旬の降雨等の影響による生育の抑制等
があったものの、作柄の悪かった前年産に比べ
て8％上回った。
なお、10a当たり平均収量対比は82％となった。

（3）収穫量
　都府県の収穫量は24万5,000tで、前年産に比べて2万3,100t（10％）増加した。
　これは、作付面積の増加に加え、10a当たり収量が前年産を上回ったためである。

図1　 小麦の作付面積及び収穫量 
（都府県・子実用）の推移
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表1　小麦の作付面積及び収穫量（都府県・子実用）
（単位／作付面積：ha　10a当たり収量：kg　収穫量：t）

区　分 作付面積
10a

当たり
収　　量

収穫量

前　年　産　と　の　比　較 （参　考）

作　付　面　積 10a当たり
収　　量 収　穫　量 10a当たり

平均収量
対　　比

10a当たり
平均収量対　差 対　比 対　比 対　差 対　比

小麦 92,300 265 245,000 1,700 102 108 23,100 110 82 322

1　平成23年産小麦の用途別作付面積
【統計表】

（1） 田畑計 （単位：ha）

（2） 田 （単位：ha）

（3） 畑 （単位：ha）

農業地域
・

都 道 府 県

小　　　　　麦
子　実　用

作付
面積

対前
年差

作付
面積

対前
年差

都 府 県
（農業地域）
東 北
北 陸
関東・ 東山
東 海
近 畿

1

2
3
4
5
6

93,600

8,340
×

22,700
15,100
9,350

1,800

△  140
×

△  100
500
240

92,300

8,110
×

21,700
15,000
9,350

1,700

△  230
×

△  200
500
240

農業地域
・

都 道 府 県

小　　　　　麦
子　実　用

作付
面積

対前
年差

作付
面積

対前
年差

都 府 県
（農業地域）
東 北
北 陸
関東・ 東山
東 海
近 畿

1

2
3
4
5
6

87,400

7,650
×

18,200
14,900
9,350

1,400

△  190
×

△  300
400
250

87,200

7,540
×

18,100
14,900
9,350

1,400

△  240
×

△  300
400
250

農業地域
・

都 道 府 県

小　　　　　麦
子　実　用

作付
面積

対前
年差

作付
面積

対前
年差

都 府 県
（農業地域）
東 北
北 陸
関東・ 東山
東 海
近 畿

1

2
3
4
5
6

6,140

693
×

4,510
159

3

260

47
×

130
65

△      2

5,060

564
×

3,590
152

3

210

3
×

130
59

△      2

農業地域
・

都 道 府 県

小　　　　　麦
子　実　用

作付
面積

対前
年差

作付
面積

対前
年差

中 国
四 国
九 州
沖 縄

7
8
9

10

1,480
1,890

34,600
8

60
120

1,200
0

1,470
1,890

34,600
8

60
120

1,200
0

農業地域
・

都 道 府 県

小　　　　　麦
子　実　用

作付
面積

対前
年差

作付
面積

対前
年差

中 国
四 国
九 州
沖 縄

7
8
9
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1,440
1,840

34,000
ー
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1,100
ー

1,430
1,840

34,000
ー
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1,100
ー

農業地域
・

都 道 府 県
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作付
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年差

作付
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中 国
四 国
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沖 縄

7
8
9
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34
59

568
8

0
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39
0

32
59
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8

0
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39
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2　平成23年産小麦の作付面積及び収穫量（都府県・子実用）
（単位／作付面積：ha　10a当たり収量：kg　収穫量：t ）

注：都府県及び全国農業地域別（以下、地域別という。）の10a当たり平均収量は、各都府県の10a当たり平均収量に
当年の作付面積を乗じて求めた平均収穫量を地域別に積み上げ、当年の地域別作付面積で除して算出している

（以下の各統計表において同じ。）。

農業地域
・

都 道 府 県
作付面積

10a
当たり
収量

収穫量

前　年　産　と　の　比　較 （参　考）

作　付　面　積
10a

当たり
収量

収　穫　量 10a当たり
平均収量
対　　比

10a当たり
平均収量

対　差 対　比 対　比 対　差 対　比
都 府 県

（ 農 業 地 域 ）
東 北
北 陸
関東・東山
東 海
近 畿
中 国
四 国
九 州
沖 縄

92,300

8,110
×

21,700
15,000
9,350
1,470
1,890

34,600
8

265

179
155
310
269
206
253
294
272
218

245,000

14,500
×

67,200
40,400
19,300
3,720
5,560

94,100
17

1,700

△  230
×

△  200
500
240
60

120
1,200

0

102

97
×
99

103
103
104
107
104
100

108

98
100
111
127
100
126
120
102
141

23,100

△  800
×

6,200
9,800

600
890

1,250
5,200

5

110

95
×

110
132
103
131
129
106
142

82

91
97
94
96
80
90
96
70

137

322

197
159
331
280
258
281
307
386
159
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○　日本には‘ぎなた読み’という言葉遊びがある。意識的に読み方を違えること
であるが、よく使う例が＜ここではきものをぬいでください＞である。何処に
句読点を入れるかで意味が変わる。しかし、事実を伝える情報はそれでは困る。
事実を‘ぎなた読み’で変えるようなことは無いが、受けて側が例えば‘ぎなた
読み’のように解釈していたらどうするか。
放射能汚染に関する情報が盛んにニュースで流れるが、発生から７ヶ月余が過
ぎて風評被害の類を耳にするのは何故か。何が事実で、どの様に対応すべきか
ハッキリした情報が伝わっていないからではないか。

○　ＢＳＥ、鳥インフルエンザ。スマトラ沖地震・インド洋津波。ヨーロッパ猛
暑・大洪水。中国四川省地震。ニュージーランド地震。フィリッピン・ブルサ
ン火山噴火。新燃岳噴火。東日本大震災。タイ大洪水。近年、世界中で自然災
害等が起きている。そしてＴＶの画面に映し出される。異状である、としか言
いようが無い。科学技術の進歩により世界中のどんな出来事も、家庭に居て
ニュースとして知ることができる時代である。が、ほんの何世紀か前まで、知
ることが無かっただけのことかもしれない。東日本大震災級の地震は1000年に
一度と言われるが、地球規模ではもっと短期間に起きていることであったかも
知れない。次は身近に何が起こるのか予想するのは恐ろしい気がする。

○　科学の力で知ることができる情報と、人が事実に基づいて伝えなければなら
ない情報とがある。何処まで正確に事実を伝えているか。また、出して側も誤
解を受けないように提供しているか。身近な情報に基づき、必要な対応をする
のに支障が起きないようにしなければならないと思う。
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（マスコットの小麦粉の精）

─「ソフト＆ハード」（読者の欄）への投稿のお願い─
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